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公益財団法人北海道新聞野生生物基金は、北海道の自然や野生生物の保護に地道
に取り組んでいる団体・個人に事業の活動資金を助成し、支援しています。2023
年度は一般助成が8団体・個人に190万円、杉本とき鳥類保護助成基金が3団体・
個人に100万円の総額290万円を助成しました。

（北海道新聞野生生物基金・助成事業報告書より）

市民による小さな
ヒグマ対策の実施と
ネットワーク形成
浦幌ヒグマ調査会

北海道島嶼部アマガエルの一斉調査
利尻島ウミネココロニーについて考える会

道央圏のタンチョウ飛来状況の
把握と飛来情報の集約
道央圏タンチョウ見つけ隊

幌向湿原再生事業
特定非営利活動法人ふらっと南幌

別海町別海地区の主要な湿原の
調査および保全対象化

（2022 年度助成事業）
齋藤 央

天売島におけるウミスズメの保全活動
北海道海鳥センター友の会

カラス対応マニュアル
などの制作
NPO 法人札幌カラス研究会

外国人留学生が見た北海道の自然環
境を紹介する多言語ホームページ等
の作成と学生による自然環境保全
ワークショップの開催
国際交流サークル SukaRela（スカレラ）

北海道の海浜生態系の魅力と
保全の重要性を伝える！　
特定非営利活動法人
EnVision 環境保全事務所

子どもエコたんけん隊
～川であそんでしらべよう！～　
NPO 法人自然教育促進会

ポー川史跡自然公園保全活用事業　
NPO 法人自然・文化遺産保存活用ネット

ワークショップ「北海道に
おける捕獲された野生動物
を用いた屠

と

体
たい

給餌の可能性」
酪農学園大学農食環境学群環境共
生学類環境法研究室　遠井朗子

現場からの活動レポート
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「自然が大好き!」を
応援します!!

北海道の

助成事業

『モーリー通信』の発行
助成事業の報告をメインに、北海道の自
然環境の現状や、寄付者の紹介、写真コ
ンテスト入賞作品など「活動する人と応
援する人をつなぐ」をテーマに発行。

出版事業

自然体験事業

シンポジウムや
フォーラムの開催
北海道の素晴らしい自然を守る活
動や生物多様性保全の取り組みを
紹介し、皆さんと一緒に北海道の
未来を考えていきます。

普及啓蒙事業

北海道野生生物写真コンテスト
北海道内で撮影された野生生物の
写真を広く募集し、動物と植物の
２部門で１席、２席、３席、優秀
作などを選び、賞品を贈呈しま
す。入賞・入選作の写真展も開催
しています。

北海道自然保護協会との共催で毎
年、全道の小学校に呼びかけて、
子どもたちが夏休みに動植物の生
態や自然の不思議さなどを観察
し、絵や作文、絵日記にまとめた
作品を募集しています。優秀作品
は道新こども新聞「まなぶん」に掲
載しています。

コンテスト事業

北海道野生生物写真コンテス
トの入賞・入選作を含む応募
作品の中から、その月ごとに
ふさわしい写真を選び、カレ
ンダーを制作しています。動
物部門は、迫力ある写真を掲
載した大判と愛らしい写真を
掲載した中判の吊下げ型。植
物部門は卓上型で美しい花な
どを紹介し、使用後はポスト
カードとして使えます。

カレンダー販売事業
オリジナルカレンダーの発行、販売

©手塚プロ

自然・環境出前講座
全道各地の学校や地域学習の
場などに動植物の専門家を講
師として派遣し、自然と野生生
物の尊さを学んでいただきま
す。講師派遣費用は当基金が
負担します。

モーリーの森づくり
2006年から石狩管内当別町で
2012年から 2022年まで空知管
内栗山町で植樹事業を行い、コ
ロナ禍前の2019年まで道新こど
も新聞「まなぶん」のこども記者
や地元の子どもたちに参加して
もらい、植樹と種まき、苗づくりな
どを行いました。

環境エクスカーション
道内の大自然をフィールドにした
親子エコキャンプや全道フットパ
スの集いなどを共催しています。
自然に親しむ活動を後押しします。

北海道の自然や野生生物の保護に取り組む
団体・個人の活動に助成しています。一般
助成のほか、2017年度から「杉本とき鳥類
保護助成基金」を創設し、合わせて毎年10～
20団体・個人を選考しています。

自然・野生生物保全の団体・個人に助成

（公財）北海道新聞野生生物基金は、北海道新聞社の
創立50周年を記念して1992年に設立しました。
「北海道の広大で豊かな自然に生きる野生生物を未
来に引き継ぎ、道民が健康的に暮らせる郷土づくり
を応援する」を目的に活動を続けています。

夏休み自然観察記録コンクール



市民による小さなヒグマ対策の実施とネットワーク形成
浦幌ヒグマ調査会
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53
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
道
内
8
つ
の
ヒ
グ
マ

対
策
活
動
の
報
告
や
、
札

幌
市
行
政
か
ら
事
例
報
告

を
し
て
頂
き
、
そ
の
後
は

「
活
動
を
つ
づ
け
た
そ
の

先
に
つ
い
て
」
や
「
活
動

を
継
続
す
る
上
で
の
困
り

ご
と
」、「
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
に

は
？
」
の
３
テ
ー
マ
6
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
経
験
の
あ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
進
行
と
取
り
ま
と
め
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
様
々
な
立
場
・

年
代
の
人
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
一
方
で
、
活
動

の
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
終
わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

長
き
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
る
石
山
地

区
の
草
刈
り
活
動
も
、
４
割
の
方
に
周

知
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
通
り
草
刈

り
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
や

S
N
S
な
ど
を
用
い
た
活
動
の
告
知
や

終
了
後
の
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
こ
の

よ
う
な
輪
が
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
感
想
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

方
々
が
新
た
な
知
識
を
得
ら
れ
た
と
回

答
し
て
お
り
、
今
後
の
活
動
継
続
へ
の

前
向
き
か
つ
好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
人
材
不
足
や

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
今
後
の
懸
念
点

を
再
確
認
し
、
正
し
く
現
状
を
認
識
し

て
い
る
参
加
者
の
熱
意
も
感
じ
ら
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

10
回
目
の
活
動
を
終
え
た
今
、
さ

ら
な
る
継
続
と
水
平
展
開
を
願
い
、
今

ま
で
の
軌
跡
を
「
札
幌
市
石
山
地
区
ヒ

グ
マ
対
策
10
年
の
歩
み
」
と
い
う
題

で
、
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
本
記
念
冊
子
は
石
山
地
区
の
地
域

の
方
々
、
草
刈
り
活
動
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
参
加
者
、
浦
幌
ヒ
グ
マ
調
査
会
会
員

な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

フォーラムの集合写真

ワークショップ（フォーラム）の様子

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
の
助

成
を
受
け
て
２
０
１
４
年
に
開
始
し

た
、
札
幌
市
南
区
石
山
地
区
の
豊
平
川

河
畔
林
に
お
け
る
市
民
に
よ
る
ヒ
グ
マ

侵
入
防
止
草
刈
り
活
動
は
、
そ
の
後
も

継
続
さ
れ
22
年
で
９
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
度
草
刈
り
活
動
10
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や

活
動
の
展
開
の
振
り
返
り
を
含
め
た
イ

ベ
ン
ト
を
、草
刈
り
活
動
と
併
せ
て
開
催
、

ま
た
各
地
に
広
が
っ
て
き
た
市
民
に
よ

る
ヒ
グ
マ
対
策
を
横
に
つ
な
ぎ
、
対
策

の
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
間
の
情
報
共
有
と
、

情
報
交
換
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
の
た
め
に
10
回
目
の
草
刈
り
活
動
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

今
年
度
は
8
月
6
日
に
「
豊
平
川

草
刈
り
&
ヒ
グ
マ
の
生
態
勉
強
会
」
と

題
し
て
、
札
幌
市
南
区
石
山
地
区
の

豊
平
川
河
畔
林
に
お
い
て
草
刈
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
地
域
住
民
の

方
々
、
札
幌
市
職
員
、
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
、
大
学
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
業
種
と
幅

広
い
年
齢
層
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、
参

加
者
数
は
48
名
に
上
り
ま
し
た
。
草
刈

り
は
９
時
か
ら
11
時
ま
で
6
班
に
分
か

れ
て
、
ス
タ
ッ
フ
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
の

も
と
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
何
も
見
え

ず
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
河
畔
林
が
、

最
終
的
に
は
川
が
見
渡
せ
る
ほ
ど
に
な

り
、
ヒ
グ
マ
の
移
動
経
路
を
分
断
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
草
刈
り
後
の
勉

強
会
で
は
、
石
山
地
区
草
刈
り
活
動
10

年
の
歩
み
に
つ
い
て
、
浦
幌
ヒ
グ
マ
調

査
会
事
務
局
長
兼
酪
農
学
園
大
学
教
授

の
佐
藤
喜
和
氏
か
ら
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
大
学
の
大
学
院
生
か

ら
は
、ヒ
グ
マ
の
基
礎
的
な
生
態
に
加
え
、

石
山
地
区
豊
平
川
付
近
の
ヒ
グ
マ
出
没

情
報
な
ど
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
の
草
刈

り
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
地
域
主
体
の
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、

と
て
も
盛
り
上
が
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
10
日
13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

に
「
市
民
に
よ
る
小
さ
な
ヒ
グ
マ
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
毎
年
草
刈
り
活
動
後

に
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
石
山
ひ
ろ
ば

（
札
幌
市
南
区
石
山
地
区
）
で
実
施
さ
れ
、

草
刈
り
活
動
や
生
態
を
知
る
た
め
の
勉
強
会
な
ど
、

10
周
年
を
迎
え
た
都
市
に
お
け
る
市
民
参
加
型
の
ヒ
グ
マ
対
策
。

札幌市
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石山地区河畔林草刈りの様子



外国人留学生が見た北海道の自然環境を紹介する多言語ホームページ等の作成と　　　　学
国際交流サークル SukaRela（スカレラ）
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わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
日
記
風
に
ま
と

め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
様
子
を
記
録
し
た
動
画
を

編
集
しY
outube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
作
成

　

外
国
人
留
学
生
が
見
た
北
海
道
の
自

然
公
園
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
。

H
okkaido N

ature D
iscovery

（
北
海

道
の
自
然
発
見
）

In the eyes of international 
students

（
留
学
生
の
視
点
か
ら
）

U
RL　

 https://hokkaidond.w
ixsite.

com
/hokkaidond

羅
臼
高
校
、
と
わ
の
森
三
愛
高
校
に
お

け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

日
時
／
23
年
9
月
8
日
、
9
日

場
所
／
羅
臼
高
校

参
加
者
／
羅
臼
高
校
生
徒
20
名
、
羅
臼

高
校
教
員
2
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
大

学
学
生
8
名
、
酪
農
学
園
大
学
教
員
1

名内
容
／
9
月
8
日　

羅
臼
高
校
生
徒
と

マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
大
学
学
生
が
、
英
語

で
北
海
道
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
9
日　

羅
臼
高
校
生
徒
及
び
サ
バ

大
学
学
生
が
知
床
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
視

察
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

海
外
の
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　

8
月
30
日
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
大

学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
北
海
道
の
自
然
環
境
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

羅臼高校生とマレーシアサバ大学学生

と　　 学生による自然環境保全ワークショップの開催

国
際
交
流
サ
ー
ク
ルSukaRela

は
、

２
０
０
６
年
に
酪
農
学
園
大
学
に
発
足

し
た
国
際
交
流
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
語
学
を
習
得
し
た
い
と
い
う

学
生
か
ら
、
将
来
海
外
で
働
き
た
い
と

い
う
学
生
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
を

持
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
部
員
は
、
酪
農
学
園
大
学
の
学
生

が
中
心
で
す
が
、
他
大
学
や
高
校
か
ら

も
募
り
、
横
断
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
国
内
で
の
活
動

・
サ
ー
ク
ル
部
員
や
学
生
の
国
際
交
流

お
よ
び
国
際
理
解
の
き
っ
か
け
づ
く

り
や
サ
ポ
ー
ト　

・
留
学
や
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
、
部
員
の
参
加

機
会
の
拡
大

・
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
サ
ー
ク
ル
外
の
学
生
の
国
際
理

解
の
き
っ
か
け
づ
く
り

・
そ
の
他
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
お
互

い
に
意
識
や
実
力
を
高
め
合
え
る
環

境
を
つ
く
る

○
海
外
で
の
活
動

・
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
け
る
植
林
に
よ
る
自
然
再
生
事
業

・
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
野
生
動
物
調
査

・
海
外
の
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
交
流

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
酪
農
学
園

大
学
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
国
際
交
流

に
関
心
の
あ
る
若
者
と
一
体
と
な
っ
て

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
狙
い

国
際
交
流
サ
ー
ク
ルSukaRera

と

と
も
に
、
酪
農
学
園
大
学
等
で
野
生
動

物
や
森
林
の
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ
外
国

人
留
学
生
に
、
北
海
道
の
国
立
公
園
等

を
取
材
し
て
も
ら
い
、
専
門
的
な
目
か

ら
見
た
北
海
道
の
自
然
を
紹
介
す
る
多

言
語
（
英
語
、
中
国
語
、
マ
レ
ー
シ
ア
語
等
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
びY

outube

動
画
を

作
成
し
、
広
く
海
外
に
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
北
海
道
の
自
然
環
境
の
素
晴

ら
し
さ
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
海
外

の
大
学
と
の
交
流
の
推
進
や
、
自
然
環

境
の
保
全
に
関
心
の
あ
る
観
光
客
の
誘

致
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
留
学
生
と
北
海
道
の

高
校
生
、
大
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
及
び
ポ
ス
タ
ー
展
を
円
山
動
物
園
と

旭
山
動
物
園
で
開
催
し
、
北
海
道
の
抱

え
る
課
題
を
話
し
合
う
と
と
も
に
、
お

互
い
の
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
議

論
し
、課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
を
行
い
、

北
海
道
の
S
D
G
s
、
特
に
目
標
15
の

「
陸
の
豊
か
さ
」
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

実
施
主
体

主
催　

国
際
交
流
サ
ー
ク
ルSukaRela

及
び
マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
大
学
留
学
生

協
力　

酪
農
学
園
大
学
、
札
幌
市
円
山

動
物
園
、
旭
川
市
旭
山
動
物
園
ほ
か

地
域

北
海
道
内
の
国
立
公
園
、
国
定
公
園

方
法
と
結
果

部
員
と
マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
大
学
の
学

生
が
協
働
し
て
、
大
沼
国
定
公
園
、
支

笏
洞
爺
国
立
公
園
、
大
雪
山
国
立
公
園
、

知
床
国
立
公
園
、
阿
寒
摩
周
国
立
公

園
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
に
つ
い
て
現
地
で

取
材
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成
果
は
、

「
留
学
生
が
見
た
北
海
道
の
自
然
」
サ
イ

ト
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
こ
れ
ら
の
地
域

を
訪
れ
る
留
学
生
や
海
外
の
観
光
客
に

外
国
人
留
学
生
た
ち
と
取
り
組
ん
だ

北
海
道
の
自
然
環
境
を
知
る
こ
と
と
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
。

江別市
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北海道の海浜生態系の魅力と保全の重要性を伝える！　
特定非営利活動法人 EnVision 環境保全事務所

フ
ォ
ー
ラ
ム

【
日
時
】
12
／
22（
金
）
13
：
30
〜
15
：
40

【
場
所
】
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ 

2
階 

環
境

研
修
室
（
札
幌
市
北
区
北
8
条
西
3
丁
目
）

【
参
加
者
】
会
場
：
20
名
（
申
込
：
15

名
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
：
82
名
（
申
込
：
77
名
）　

全
１
０
２
名

【
参
加
費
】
無
料　
　
　

【
申
込
方
法
】
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
共
に

要
申
込

【
共
催
】
環
境
省 

釧
路
自
然
環
境
事
務

所
・
N
P
O
法
人EnV

ision

環
境
保

全
事
務
所

【
後
援
】
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
・

札
幌
市
円
山
動
物
園

【
講
演
内
容
と
講
演
者
】

〇
国
内
外
の
シ
カ
類
の
海
浜
植
物
へ

の
影
響
：
吉
田
剛
司 

（
N
P
O
法
人

EnV
ision

環
境
保
全
事
務
所
）

〇
春
国
岱
（
根
室
市
）
で
の
取
り
組
み
と

研
究
：
上
畑 

華
菜
（
環
境
省 

釧
路
自
然
環

境
事
務
所
）、
小
林 

恒
平
（
N
P
O
法
人

EnV
ision

環
境
保
全
事
務
所
）、
外
山 

雅

大
（
根
室
市 

歴
史
と
自
然
の
資
料
館
）

〇
石
狩
浜
（
石
狩
市
）
で
の
取
り
組
み
と

研
究
：
髙
橋 

惠
美
（
石
狩
市 

石
狩
浜
海
浜

植
物
保
護
セ
ン
タ
ー
）、
内
藤 

華
子 

（
合
同

会
社
い
し
か
り
植
物
ラ
ボ
）

〇
動
物
園
で
の
展
示
と
普
及
啓
発
：
相

田 

佑
樹 （
札
幌
市
円
山
動
物
園
）

〇
総
合
討
論
・
質
疑
応
答
（
講
演
者
全
員
）

実
施
の
様
子

春
国
岱
（
根
室
）
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ

に
よ
る
海
浜
植
生
へ
の
被
害
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
様
々
な
組
織
が
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
侵
入
が
、
ま
だ
深
刻

化
し
て
い
な
い
地
域
で
の
有
用
な
事
例

と
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
石

狩
浜
（
石
狩
）
で
は
、
砂
浜
の
後
退
や
人

為
的
な
環
境
改
変
に
よ
る
海
浜
植
生
へ

9

の
影
響
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
影
響
は
誰
も
明

確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
採
食
圧
と
踏
圧
に

よ
り
、
海
浜
植
生
に
深
刻
な
被
害
が
出

て
い
る
根
室
市
春
国
岱
、
そ
し
て
近
年

エ
ゾ
シ
カ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
石
狩
市
石
狩
浜
で
の
調

査
結
果
や
取
組
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
式
で

紹
介
す
る
こ
と
で
、
札
幌
市
を
中
心
と

し
た
都
市
住
民
、さ
ら
に
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

と
し
て
日
本
国
内
（
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
）
の
様
々
な
地
域
か
ら
の
参
加
者
に

対
し
て
、
海
浜
植
生
や
、
そ
れ
へ
の
興

味
や
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

春
国
岱
よ
り
、
シ
カ
の
植
生
被
害
の

現
状
、
行
政
（
環
境
省
）
が
実
施
す
る
植

生
保
護
柵
の
設
置
、
さ
ら
に
は
N
P
O

団
体
と
札
幌
市
円
山
動
物
園
が
実
施
し

た
行
動
追
跡
の
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

石
狩
浜
で
は
、
シ
カ
の
侵
入
を
確
認
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
定
量
的
な
調
査
な

ど
が
少
な
い
現
状
が
紹
介
さ
れ
、
活
動

の
一
例
と
し
て
、
札
幌
市
円
山
動
物
園

の
エ
ゾ
シ
カ
舎
で
の
シ
カ
柵
内
の
ハ
マ

ナ
ス
に
関
す
る
展
示
を
紹
介
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
登
壇
者
の
情
報
交

換
の
機
会
に
も
な
り
、
根
室

－

石
狩
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
含
め
、
全
１
０
２

人
の
市
民
が
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し

て
お
り
、
北
海
道
の
海
浜
植
生
と
エ
ゾ

シ
カ
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
周
辺
環
境

に
つ
い
て
、
広
く
普
及
啓
発
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
み
な
ら
ず
、

W
E
B
で
の
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
会
場
に
は
、
石
狩
地
域

で
研
究
を
進
め
る
市
民
も
参
加
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
交
換
す
る
場

に
も
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
フ
ォ
ー
ラ

ム
後
に
は
、
石
狩
浜
に
て
調
査
を
実
施

し
て
い
る
団
体
よ
り
、
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ

リ
な
ど
に
対
す
る
エ
ゾ
シ
カ
の
食
痕
に

関
す
る
情
報
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

課
題現

地
視
察
な
ど
も
含
む
活
動
が
実
施

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
参
加
者
意
見

と
し
て
）。

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

フォーラムの様子

春国岱での活動

知
っ
て
ほ
し
い
豊
か
な
海
浜
の
自
然
。

海
浜
の
植
生
と
生
態
系
の
保
全
の
た
め
、

春
国
岱
と
石
狩
浜
で
取
り
組
ん
だ
エ
ゾ
シ
カ
と
外
来
種
の
対
策
。

事
業
の
狙
い

北
海
道
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
亜
種
エ

ゾ
シ
カ
）
が 

海
岸
線
で
も
生
息
し
て
お
り
、

国
内
の
海
岸
砂
丘
な
ど
に
生
育
す
る
希

少
な
植
物
（
以
下
：
海
浜
植
生
）
へ
の
影

響
が
深
刻
で
す
。
し
か
し
北
海
道
で
は
、

海
浜
植
生
の
保
全
に
取
り
組
む
地
域
の

個
人
と
団
体
で
の
情
報
交
換
の
機
会
が

少
な
く
、共
通
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
議
論
で
き
る
場
が
設
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
各
地
域
（
東
部
：
根
室

市
春
国
岱
、
西
部
：
石
狩
市
石
狩
浜
）
で
関

係
者
お
よ
び
市
民
が
集
ま
り
、
各
組
織

か
ら
の
海
浜
植
生
の
保
全
の
意
義
、
課

題
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
両
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
、
活
動
団

体
が
積
極
的
に
保
全
活
動
を
進
め
、
特

徴
を
活
か
し
た
活
動
（
例
：
春
国
岱
で
の

エ
ゾ
シ
カ
対
策
、
植
生
保
護
柵
、
鳥
類
調
査

な
ど
。
石
狩
浜
で
の
市
民
活
動
、外
来
種
対
策
、

ハ
マ
ナ
ス
育
種
な
ど
）
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
情
報
交
換
の
機
会
が
少

な
く
、
共
通
の
課
題
と
し
て
都
市
住
民

（
札
幌
圏
）
へ
の
普
及
啓
発
も
不
足
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
本
活
動
で
は
、
両
地

域
で
の
活
動
実
績
が
あ
り
、
市
民
へ
の

普
及
効
果
が
あ
る
札
幌
市
円
山
動
物
園

と
協
働
で
、
海
浜
植
生
保
全
に
必
要
な

技
術
と
知
見
を
市
民
と
専
門
家
で
共
有

し
、
新
た
な
北
海
道
で
の
海
浜
植
生
保

全
の
潮
流
を
生
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。　

春
国
岱
・
石
狩
浜　

魅
力
発
掘
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

【
実
施
日
】
８
／
10 

（
木
）、９
／
11
（
月
）・

26
（
火
）、
10
／
16
（
月
）、
11
／
2
（
木
）、

12
／
19
（
火
）・
1
／
25
（
月
）
※
打
合
せ

含
む

【
場
所
】
春
国
岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
根
室
市
）、
円
山
動

物
園
（
札
幌
市
）

【
参
加
者
組
織
】
環
境
省 

野
生
生
物
課
、

根
室
市 

農
林
課
、
根
室
市 

観
光
協
会
、

公
益
財
団
法
人 

日
本
野
鳥
の
会
、
石
狩

市 

環
境
市
民
部
自
然
保
護
課
、
合
同
会

社
い
し
か
り
植
物
ラ
ボ
、
札
幌
市 

円
山

動
物
園
、Envision

環
境
保
全
事
務
所 石狩市 春国岱
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子どもエコたんけん隊～川であそんでしらべよう！～　
NPO 法人自然教育促進会

　

そ
の
後
、
琴
似
発
寒
川
の
水
位
が
下

が
っ
て
き
た
の
で
、
昼
食
後
に
予
定
し

て
い
た
場
所
の
上
流
「
福
井
緑
地
」
の

左
股
川
で
遊
び
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
魚
捕
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
川
は
濁
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ヤ
マ
メ
や
ウ
キ
ゴ
リ
な
ど
の
川

魚
を
採
る
こ
と
が
で
き
て
、
子
ど
も
た

ち
は
興
奮
気
味
で
し
た
。
川
の
流
れ
に

身
を
任
せ
て
川
下
り
を
楽
し
む
「
カ
ッ

パ
の
川
流
れ
」
遊
び
も
好
評
で
し
た
。

成
果

　

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
予
定
し

て
い
た
川
あ
そ
び
、
川
の
生
物
と
の
ふ

れ
あ
い
活
動
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら

都
会
を
流
れ
る
川
に
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
生
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子
が
多
く
い

ま
し
た
が
、
共
に
川
で
あ
そ
び
、
共
に

生
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
が
笑

顔
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
子
ど
も
同
士

の
会
話
が
自
然
と
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、

2
回
目
の
図
書
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
と
つ
な
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

図
書
た
ん
け
ん
編

【
日
時
】
23
年
８
月
27
日
（
日
）
９
：
30
～

15
：
30

【
場
所
】
札
幌
龍
谷
高
等
学
校
図
書
館
、
札
幌

市
中
央
図
書
館

【
講
師
】
吉
本
拓
郎
さ
ん
、
青
砥
愛
子
さ
ん
、

安
原
明
宏
さ
ん

【
ス
タ
ッ
フ
】
保
育
士
・
小
田
嶋
有
美
子
さ
ん
、

看
護
師
・
栃
久
保
美
紀
子
さ
ん
、
科
学
塾
講

師
・
松
下
真
由
子
さ
ん
、札
幌
龍
谷
高
校
2
年
・

小
川
大
翔
さ
ん
（
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
）、
札
幌

龍
谷
高
校
放
送
部
3
人

【
参
加
人
数
】
参
加
者
数
14
人
、
ス
タ
ッ
フ
数

11
人

　

午
前
は
、
札
幌
龍
谷
高
校
図
書
館
に

て
「
へ
ん
な
魚
と
図
書
か
ん
た
ん
け
ん
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
し
た
。
絵
本「
海

と
そ
ら
が
あ
う
ば
し
ょ
」「
ち
が
う
ね

ん
」「
ス
イ
ミ
ー
」
を
大
画
面
に
映
し
て

読
み
聞
か
せ
体
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
龍
谷
生
3
人
が
読
み
聞
か
せ
を

行
い
、
参
加
者
は
皆
、
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
枚
の
紙
に
1
人

1
匹
の
魚
を
描
き
、
そ
れ
を
ス
イ
ミ
ー

の
絵
本
と
同
じ
よ
う
に
大
き
な
画
面
に

映
す
と
一
つ
の
大
き
な
魚
と
な
り
、
何

と
泳
ぎ
だ
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
札
幌
市
中
央
図
書
館
へ
移
動

し
、
職
員
か
ら
図
書
館
の
利
用
の
仕
方

を
学
び
ま
し
た
。午
前
の
テ
ー
マ
を
ベ
ー

ス
に
本
を
借
り
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
か
、
実
際
に
好
み
の
絵
本
、

図
鑑
、
魚
が
載
っ
て
い
る
図
書
を
探
し

出
し
、
本
を
借
り
る
事
に
し
ま
し
た
。

魚
た
ち
を
集
め
て
「
へ
ん
な
魚
の
図
鑑
」

が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
〝
ね
こ

11

ざ
か
な
〟〝
深
海
魚
〟〝
光
る
魚
〟
な
ど

な
ど
様
々
な
魚
を
発
見
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

成
果

　

札
幌
龍
谷
高
校
で
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
と
し
て
本
を
楽
し
み
な
が
ら
探

す
活
動
か
ら
始
め
ま
し
た
。
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
含
め
皆
で
、

大
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
絵
と
言
葉
を

イ
メ
ー
ジ
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
誘
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
し
て
、
川
の
活
動
で
ス

ケ
ッ
チ
し
た
魚
が
大
画
面
に
登
場
、
絵

本
ス
イ
ミ
ー
の
世
界
に
入
り
込
み
、
自

分
が
描
い
た
魚
が
動
き
出
し
た
こ
と

で
驚
き
、
大
画
面
の
中
で
「
自
然
と

絵
本
」
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

龍
谷
生
の
若
い
パ
ワ
ー
で
小
学
生
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
札
幌
市
立
図
書
館
で
は
司
書

さ
ん
か
ら
本
の
借
り
方
を
学
び
、
借
り
る

こ
と
に
よ
り
本
の
イ
メ
ー
ジ
、
世
界
が
広

が
り
自
然
体
験
の
世
界
か
ら
本
の
世
界
へ

専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
誘
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
高
校
の
先
生
、
ウ
ェ
ブ
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
自
然
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
が
生

み
出
し
た
新
た
な
学
び
世
界
を
子
ど
も
た

ち
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

川
遊
び
や
自
然
観
察
、
図
書
館
で
調
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

体
験
す
る
こ
と
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

生
物
多
様
性
と
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

事
業
の
目
的

　

川
と
周
辺
の
河
川
敷
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
遊
び
な
が
ら
、
生
物
を
観
察
し
、

学
び
、
発
見
す
る
こ
と
で
生
物
の
多
様

性
と
そ
の
大
切
さ
を
知
り
、
地
球
環
境

を
守
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を
迎
え
、

障
が
い
や
発
達
に
特
性
の
あ
る
児
童
・

生
徒
（
小
学
１
年
生
～
中
学
生
）
な
ど
支
援

を
必
要
と
す
る
就
学
児
童
・
生
徒
が
川

で
の
自
然
体
験
活
動
と
図
書
館
で
の
探

究
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

参
加
費
は
2
回
と
も
無
料
。

座
談
会
・
説
明
会

【
日
時
】
23
年
７
月
16
日
（
日
）
座
談
会
13
：

30
～
14
：
30　

説
明
会
15
：
00
～
16
：
00

【
場
所
】
札
幌
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

ち
え

り
あ
２
階
大
研
修
室

【
講
師
】
札
幌
龍
谷
高
校
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
数
学
教
諭
）・
吉
本
拓
郎
さ
ん
／
探
究
教
室

T
A

N
SA

K
U

（
W
E
B
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
代
表
・　

青
砥 

愛
子
さ
ん
／
放
課
後
等
児
童
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
自
然
学
校
発
寒
代
表
・
安
原 

明
宏
さ
ん

／
同　

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
・
川
村　

美
和
子
さ
ん

【
司
会
】
N
P
O
法
人
自
然
教
育
促
進
会
理

事
長　

安
原
政
志

【
参
加
人
数
】
６
家
族
（
保
護
者
７
人
、
子
ど

も
８
人
）
合
計
15
人

　

各
講
師
の
仕
事
と
こ
の
事
業
の
説

明
。
保
護
者
へ
今
ま
で
の
自
然
体
験
活

動
の
有
無
、
図
書
館
利
用
の
有
無
に
つ

い
て
確
認
を
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
自
然
体
験
の
活
動
経
験
が
な

く
、
川
あ
そ
び
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
図
書
館
利
用
は
4

家
族
が
地
域
の
図
書
館
利
用
経
験
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
分
野
の

絵
本
、
物
語
な
ど
で
図
書
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
要
項
を
中
心

に
説
明
し
、
特
に
川
た
ん
け
ん
で
の
服

装
、
持
ち
物
の
質
問
が
多
く
、
個
別
に

応
え
ま
し
た
。

川
た
ん
け
ん
編

【
日
時
】
23
年
８
月
20
日
（
日
）
９
：
00
～

16
：
00

【
場
所
】
放
課
後
等
児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
自
然

学
校
発
寒
・
琴
似
発
寒
川
左
股
川（
福
井
緑
地
）

【
講
師
】
安
原
政
志
、
N
P
O
法
人
自
然
教

育
促
進
会
自
然
教
育
部
部
長
・
中
村
隆
、
安

原
明
宏
さ
ん

【
ス
タ
ッ
フ
】
川
村
美
和
子
さ
ん
、
放
課
後
等

児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
自
然
学
校
発
寒
社
会
福

祉
士
・
前
川
和
正
さ
ん
、
小
学
校
教
諭
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）・
川
村
春
花
さ
ん

【
ア
シ
ス
タ
ン
ト
】
吉
本
拓
郎
さ
ん
、
青
砥 

愛
子
さ
ん

【
参
加
人
数
】
参
加
者
16
人　

ス
タ
ッ
フ
8
人

　

当
日
の
天
気
は
晴
れ
で
し
た
が
、
前

日
の
雨
で
川
が
増
水
し
て
い
た
た
め
、

川
で
の
体
験
は
中
止
と
し
、
代
替
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
自
然
学
校
発
寒
に
集
合
し
、
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
と
し
て
友
達
づ
く
り
ゲ
ー
ム

（
ネ
ー
ム
ト
ス
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
）
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
日
に
琴
似
発
寒
川
で
採
集

し
て
お
い
た
魚
や
エ
ビ
・
貝
類
な
ど
の

タ
ッ
チ
プ
ー
ル
を
屋
外
に
設
置
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
初
め
て
見
た
生
物

が
多
い
よ
う
で
し
た
。
各
生
物
の
解
説

を
し
な
が
ら
素
手
で
水
ご
と
す
く
い
上

げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
上
手

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水
遊
び
も

楽
し
み
な
が
ら
川
の
生
物
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

札幌市
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の
事
業
は
、
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
を

管
理
す
る
標
津
町
教
育
委
員
会
・「
標
津

町
観
光
ガ
イ
ド
協
会
」、
及
び
同
公
園
内

で
活
動
し
て
い
る
「
標
津
の
森
を
守
る

会
」
の
協
力
を
得
て
、
一
般
の
入
園
者

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
同
じ
目
線
で
危

険
箇
所
の
確
認
や
、
植
物
調
査
を
実
施

し
、
ポ
ー
川
公
園
の
花
ガ
イ
ド
の
作
成

に
至
り
ま
し
た
。

成
果
・
結
果
、
課
題
・
問
題
点

　

令
和
５
年
度
は
５
０
０
部
を
印
刷
し

ま
し
た
が
、
公
園
の
年
間
入
園
者
の
数

を
考
慮
す
る
と
数
の
不
足
が
明
ら
か
な

の
で
、
今
後
は
増
刷
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
記
載
漏
れ
の
植
物
の
調

査
や
、
確
認
が
不
十
分
な
花
に
つ
い
て
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
花
写
真

の
追
加
や
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

散
策
路
の
整
備
や
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
作
業
実
施
後
の
単
年
度
は
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
冬
季
間
で

の
風
倒
木
や
雑
草
の
成
長
に
伴
っ
て
状

況
が
変
化
す
る
の
で
、
継
続
し
た
維
持

管
理
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
本
事
業

で
協
力
を
い
た
だ
い
た
団
体
と
共
同
で

管
理
作
業
を
進
め
て
い
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
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（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

ポー川史跡自然公園保全活用事業
NPO 法人自然・文化遺産保存活用ネット

遊歩道や散策路の危険箇所の雑草・風倒木処理

倒木を除去し、散策路周辺の見通しを確保することでヒグマとの突然の遭遇を防ぐ

処理前

処理後

標津町
標津湿原

ポー川
史跡自然公園

事
業
の
目
的　
（
事
業
の
狙
い
）

　

標
津
町
に
位
置
す
る
「
ポ
ー
川
史
跡

自
然
公
園
」
に
は
、
国
が
指
定
す
る
天

然
記
念
物
「
標
津
湿
原
」
が
あ
り
、
ま

た
世
界
最
大
の
数
を
誇
る
縄
文
時
代
か

ら
現
在
ま
で
の
、
一
万
年
に
及
ぶ
長

い
間
、
人
類
が
暮
ら
し
て
き
た
竪
穴
住

居
郡
を
確
認
で
き
る
遺
跡
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
内
に
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
等
の
営
巣
地
の
他
、
過
去
に

は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
も
生
息
し
て
い
た
場

所
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
希
少
動
植
物
の

生
息
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
手
厚
い
保
護
を
必
要
と
す
る
地
域

で
す
。
ま
た
、
近
年
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情

報
が
相
次
い
で
お
り
、
公
園
の
利
用
者

と
の
不
意
の
遭
遇
に
よ
る
事
故
に
つ
い

て
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
遊
歩
道
や
散
策

路
の
危
険
箇
所
の
雑
草
処
理
や
、
支
障

と
な
る
風
倒
木
を
除
去
し
、
散
策
路
周

辺
の
見
通
し
を
確
保
す
る
こ
と
で
ヒ
グ

マ
と
の
突
然
の
遭
遇
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
園
内
に

生
息
す
る
季
節
ご
と
の
花
ガ
イ
ド
を
作

成
し
、
裏
面
に
は
散
策
路
の
分
岐
点
が

明
確
に
わ
か
る
よ
う
略
図
を
印
刷
し
て
、

植
物
散
策
の
入
園
者
が
、
迷
わ
ず
に
植

物
観
察
を
で
き
る
よ
う
に
し
、
今
後
公

園
を
利
用
す
る
入
園
者
の
安
全
と「
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
」
の
環
境
保
全
活
動

を
継
続
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
主
体
、
実
施
の
様
子

　

N
P
O
法
人
自
然
・
文
化
遺
産
保
存

活
用
ネ
ッ
ト
は
、
標
津
町
に
在
住
す
る

町
民
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
元
公
務
員
・

元
団
体
職
員
・
元
銀
行
員
・
元
会
社
役
員
・

現
会
社
員
等
多
種
の
経
験
豊
富
な
人
達

が
、
自
然
環
境
及
び
歴
史
文
化
遺
産
の

保
全
・
再
生
と
、
そ
の
価
値
の
普
及
啓

発
、
標
津
町
が
世
界
に
誇
れ
る
自
然
環

境
と
歴
史
文
化
遺
産
に
根
ざ
し
た
、
持

続
可
能
な
保
全
活
動
に
寄
与
す
る
た
め

に
活
動
し
て
い
る
組
織
で
す
。
こ
の
度

12

縄
文
文
化
や
自
然
豊
か
な
標
津
湿
原
に
出
合
え
る

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
。

入
園
者
の
安
全
を
守
る
た
め
の
環
境
保
全
活
動
。

ポー川公園の花ガイドの作成のための植物調査



　

本
活
動
は
北
海
道
に
生
息
す
る
ア
マ

ガ
エ
ル
の
島と
う
し
ょ嶼
個
体
群
の
生
息
記
録
を

残
す
た
め
、
天
売
島
・
焼
尻
島
で
の
生

息
確
認
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

な
い
ま
し
た
。
北
海
道
の
島
嶼
部
で
は
、

利
尻
島
・
焼
尻
島
・
天
売
島
・
奥
尻
島
・

国
後
島
に
ア
マ
ガ
エ
ル
が
生
息
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
尻
島
の
ア

マ
ガ
エ
ル
に
つ
い
て
は
２
０
２
１
年
に

本
助
成
を
受
け
て
目
視
調
査
・
音
声
調

査
を
行
っ
た
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

に
あ
る
が
、
動
物
福
祉
の
考
慮
が
餌
の

入
手
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
た
め
、

地
域
の
野
生
動
物
の
利
用
は
、
動
物
園

の
持
続
可
能
な
運
営
に
と
っ
て
も
重
要

で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
坪
松
耕
太

氏
（
札
幌
市
円
山
動
物
園
）
は
、
動
物
の

行
動
や
健
康
へ
の
良
い
影
響
が
み
ら
れ

る
た
め
、
屠
体
給
餌
は
動
物
福
祉
に
寄

与
す
る
が
、
定
期
的
な
実
施
の
た
め
に

は
屠
体
の
入
手
が
課
題
と
な
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
坂
村
武
氏
（
北
海
道
野
生
動

物
対
策
課
）
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
管

ず
、
現
在
も
確
認
で
き
な
い
ま
ま
で
あ

り
ま
す
。
本
年
は
調
査
の
実
現
可
能
な

天
売
島
・
焼
尻
島
を
対
象
に
調
査
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

23
年
7
月
末
～
8
月
初
旬
に
か
け
て
、

天
売
島
に
入
島
し
て
の
直
接
観
察
、
音

声
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
焼
尻
島
に
は

8
月
頭
に
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
の
影

響
で
渡
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
今
回
は
調
査
を
断
念
し
ま
し
た
。

天
売
島
の
調
査
で
は
、
ア
マ
ガ
エ
ル
の

理
と
有
効
活
用
の
促
進
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、年
間
10
万
頭
は
未
利
用
で
あ
り
、

運
搬
費
用
も
課
題
と
な
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
石
崎
英
治
氏（
㈱
北
海
道
食
美
樂
）

は
、
屠
体
給
餌
は
未
利
用
個
体
の
活
用
、

利
用
個
体
の
単
価
上
昇
及
び
社
会
貢
献

と
し
て
の
意
義
が
あ
る
が
、
価
格
及
び

製
造
プ
ロ
セ
ス
と
設
備
投
資
が
課
題
で

あ
る
と
指
摘
し
、
切
石
亮
太
氏
（
北
洋

銀
行
）
は
経
済
、
環
境
、
社
会
の
視
点

で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
ら
え
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
持
続
性
を
確
保
す
る

集
団
合
唱
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
台
風
に
よ
る
暴
風
雨
と
そ
の

後
も
続
い
た
荒
天
の
た
め
、
ア
マ
ガ
エ

ル
が
生
息
す
る
と
考
え
ら
れ
る
小
川
や

池
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
目
視
に

よ
る
観
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
島
の
住
民
へ
の
聞
き
取
り
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
マ
ガ
エ
ル
は
普
通

に
生
息
し
て
お
り
、
本
年
も
目
撃
し
た

と
い
う
か
な
り
有
力
な
情
報
が
い
く
つ

も
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鳴
き
声
に

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
小
菅

正
夫
氏
（
札
幌
市
環
境
局
参
与
）
も
参
加
し
、

衛
生
基
準
の
捉
え
方
、
捕
殺
及
び
運
搬

方
法
、
費
用
負
担
と
信
頼
関
係
の
重
要

性
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
屠
体
給
餌
の
実
施
体
制
の
確

立
に
は
市
民
の
理
解
と
支
援
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め 

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
動

画
及
び
報
告
書
は
広
く
公
開
し
ま
す 

。

つ
い
て
聞
く
こ
と
は
で
き
た
た
め
、
天

売
島
に
は
今
も
ア
マ
ガ
エ
ル
が
生
息
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
調

査
で
は
ア
マ
ガ
エ
ル
の
目
視
が
か
な
わ

ず
非
常
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鳴

き
声
か
ら
生
息
地
を
確
認
で
き
た
た
め
、

次
年
度
以
降
、
同
所
に
て
目
視
を
試
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

焼尻島
天売島

直
接
観
察
や
音
声
調
査
で
試
み
た

ア
マ
ガ
エ
ル
の
島
嶼
個
体
群
の
生
息
調
査
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（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

北海道島嶼部アマガエルの一斉調査
利尻島ウミネココロニーについて考える会

会場前に掲示したポスター
札幌市

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。
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ワークショップ「北海道における捕獲された野生動物を用いた屠体給餌の可能性」　
酪農学園大学農食環境学群環境共生学類環境法研究室　遠井朗子

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
動
物
福
祉
）の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
屠と

体た
い

給
餌
を
考
え
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

主
催
：
札
幌
市
円
山
動
物
園
、
日
本
大
学
生

物
資
源
科
学
部
細
谷
研
究
室
／W

ild m
eǽ

t 
Zoo

、
酪
農
学
園
大
学

日
時
：
２
０
２
３
年
6
月
25
日
（
日
）
13
：

00
〜
16
：
00

場
所
：
札
幌
市
円
山
動
物
園
・
科
学
館
ホ
ー
ル

※
午
前
中
に
ア
ム
ー
ル
ト
ラ
と
ハ
イ
エ
ナ
へ

の
屠
体
給
餌
を
実
施
し
た
。

近
年
、
獣
害
対
策
と
し
て
捕
獲
さ
れ

た
野
生
動
物
の
屠
体
の
有
効
活
用
と
、
動

物
園
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
動
物
の
動
物

福
祉
の
向
上
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
つ

な
ぐ
新
た
な
教
育
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
捕
獲
さ
れ
た
野
生
動
物
を
用
い

た
屠
体
給
餌
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
屠
体
給
餌
と
は
、
捕
殺
し
た
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
を
毛
皮
や

骨
が
付
い
た
状
態
で
動
物
園
の
動
物
に

与
え
る
給
餌
方
法
を
指
し
、
17
年
以
降
、

日
本
各
地
で
試
行
さ
れ
、
豊
橋
総
合
動

植
物
公
園
で
は
定
期
的
に
給
餌
を
実
施

す
る
体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
に
お
い
て
も
エ
ゾ
シ
カ
の
捕

獲
頭
数
が
増
加
し
、
屠
体
の
有
効
活
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
札

幌
市
は
22
年
、
動
物
園
条
例
を
制
定
し
、

良
好
な
動
物
福
祉
の
実
現
を
動
物
園
の

責
務
と
位
置
づ
け
て
屠
体
給
餌
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
道
内
で
は
エ
ゾ
シ
カ
の

捕
獲
個
体
を
適
切
に
処
理
し
、
動
物
園
へ

供
給
す
る
体
制
は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

捕
獲
さ
れ
た
野
生
動
物
を
用
い
た
屠
体

給
餌
を
導
入
し
、
そ
の
研
究
を
推
進
し
て

き
たW

ild m
eǽ

t Zoo

関
係
者
の
お
話

を
伺
う
と
共
に
、
道
内
の
関
係
者
が
参

加
し
、
北
海
道
の
動
物
園
が
エ
ゾ
シ
カ

を
用
い
て
屠
体
給
餌
を
行
う
こ
と
の
意

義
と
課
題
を
多
角
的
に
検
討
し
ま
し
た
。

柴
田
園
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
細
谷

忠
嗣
氏
（
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
／

W
ild m

eǽ
t Zoo

）
は
、
野
生
動
物
の
捕

獲
数
の
増
大
に
伴
う
有
効
活
用
の
必
要

性
と
、
動
物
園
に
お
け
る
良
好
な
動
物

福
祉
の
実
現
を
つ
な
ぐ
点
に
、
こ
の
取

組
み
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
寄
生
虫
、

病
原
性
ウ
ィ
ル
ス
、
細
菌
類
へ
の
対
処

と
し
て
、ハ
イ
リ
ス
ク
の
部
位
を
除
去
し
、

凍
結
及
び
低
温
加
熱
を
行
う
処
理
方
法

を
説
明
し
ま
し
た
。
伴
和
幸
氏
（
豊
橋

総
合
動
植
物
公
園
／ W

ild m
eǽ

t Zoo

）
は
、

屠
体
給
餌
の
第
一
の
意
義
は
環
境
教
育

パネルディスカッションの様子（円山動物園科学館ホール）

シカの屠体を貪るアムールトラのトート（酪農学園大学環境共生学類学生　岩崎弘明氏撮影。2023
年６月 25 日）

アムールトラの獣舎の前で、
パネルを用いて獣害問題につ
いて説明する動物園職員



道央圏のタンチョウ飛来状況の把握と飛来情報の集約
道央圏タンチョウ見つけ隊

川
流
域
な
ど
で
越
冬
し
た
こ
と
も
確
認

で
き
ま
し
た
。
22
年
度
は
繁
殖
成
功
４

つ
が
い
、
飛
べ
る
ま
で
育
っ
た
幼
鳥
は

２
羽
で
し
た
。「
道
央
圏
で
暮
ら
す
タ
ン

チ
ョ
ウ
は
年
々
増
え
て
い
る
」
こ
と
を

実
感
で
き
た
１
年
で
し
た
。

さ
ら
に
、
千
歳
川
流
域
６
市
町
に
完

成
し
た
千
歳
川
遊
水
地
群
〈
江
別
太
（
江

別
市
）、
晩
翠（
南
幌
町
）、
東
の
里
（
北
広

島
市
）、
北
島
（
恵
庭
市
）、
舞
鶴
（
長
沼
町
）、

根
志
越
（
千
歳
市
）〉
が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に

と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再
確

認
し
ま
し
た
。「
タ
ン
チ
ョ
ウ
も
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
長
沼
町
の
舞

鶴
遊
水
地
で
は
20
年
か
ら
４
年
連
続
子

育
て
に
成
功
し
、
東
の
里
、
北
島
の
両

遊
水
地
で
は
23
年
、
結
局
は
失
敗
し
た

も
の
の
、
い
ず
れ
も
道
央
圏
生
ま
れ
（
推

定
）
の
若
い
ペ
ア
が
初
繁
殖
に
ト
ラ
イ
し

ま
し
た
。
ほ
か
の
遊
水
地
で
も
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
ね
ぐ
ら
と
し
て
、
あ
る
い
は
餌
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で

き
ま
し
た
。
遊
水
地
群
の
利
活
用
の
在

り
方
が
今
後
の
道
央
圏
へ
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
広
が
り
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
と
確
信
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

報
告
会
は
１
月
27
日
、
札
幌
エ
ル
プ

ラ
ザ
環
境
研
修
室
で
開
催
。
道
央
圏
全
体

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
動
向
を
深
沢
が
、
千

歳
川
遊
水
地
群
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
行
動
～

繁
殖
と
換
羽
を
中
心
に
佐
藤
が
、
東
の

里
遊
水
地
に
絞
っ
て
利
活
用
と
そ
の
将

来
に
つ
い
て
、
地
元
北
広
島
市
民
の
河

野
が
報
告
し
ま
し
た
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
と

の
共
生
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
、
と
の
思

い
を
込
め
て
。
な
お
、
道
央
圏
の
と
ら

え
方
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は

「
石
狩
、
後
志
北
部
、
南
空
知
、
東
胆
振
、

日
高
西
部
」
と
捉
え
、
報
告
し
ま
し
た
。

一
時
は
絶
滅
を
伝
え
ら
れ
た
北
海
道

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
道
東
か
ら
道

北
へ
、
そ
し
て
道
央
圏
へ
と
生
息
域
を

広
げ
、
近
年
の
北
海
道
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

生
息
数
は
１
８
０
０
～
１
９
０
０
羽
（
タ

ン
チ
ョ
ウ
保
護
研
究
グ
ル
ー
プ
の
冬
期
確
認

調
査
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

24
年
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
「
再
発
見
」
か

ら
１
０
０
年
。１
０
０
年
前
に「
再
発
見
」

さ
れ
た
10
数
羽
か
ら
１
０
０
倍
以
上
増

え
た
計
算
に
な
り
ま
す
が
、
道
央
圏
で

は
ま
だ
20
数
羽
を
数
え
た
ば
か
り
。
全

体
の
２
％
に
も
満
た
な
い
数
で
す
。
江

戸
末
期
、
ア
イ
ヌ
語
由
来
の
地
名
か
ら

「
千
歳
」
に
変
わ
っ
た
の
も
ツ
ル
が
た

く
さ
ん
い
た
か
ら
と
さ
れ
、
長
沼
町
舞

鶴
も
釣
り
が
た
く
さ
ん
舞
っ
て
い
た
か

ら
。
舞
鶴
地
区
に
は
「
繁
殖
橋
」
と
い

う
橋
も
あ
り
ま
す
。
む
か
わ
に
始
ま
り
、

遊
水
地
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
道
央
圏
に

「
戻
っ
て
き
た
」
と
も
い
え
る
タ
ン
チ
ョ

17

ウ
で
す
が
、
手
放
し
で
は
喜
べ
ま
せ
ん
。

む
か
わ
町
周
辺
に
定
着
し
た
ペ
ア
が
、

17
年
と
21
年
に
営
巣
し
、
幼
鳥
を
育
て

あ
げ
た
厚
真
町
の
湿
地
に
い
ま
、
風
力

発
電
所
の
建
設
計
画
が
あ
り
、
手
続
き

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
長
沼
町
を

除
く
千
歳
川
遊
水
地
群
を
市
町
域
内
に

持
つ
自
治
体
は
、今
後
ど
の
よ
う
に
「
タ

ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
」
し
た
ら
い
い
か
、

ま
だ
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
つ
た
な

い
報
告
が
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
共
生
」

に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
の
一

助
に
な
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

助
成
い
た
だ
い
た
北
海
道
新
聞
野
生

生
物
基
金
は
も
と
よ
り
、
情
報
の
共
有
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
ご

教
示
い
た
だ
い
た
一
般
社
団
法
人
タ
ン

チ
ョ
ウ
研
究
所
の
正
富
宏
之
氏
、
正
富

欣
之
氏
、む
か
わ
タ
ン
チ
ョ
ウ
見
守
り
隊
、

な
が
ぬ
ま
タ
ン
チ
ョ
ウ
見
守
り
隊
の
皆

さ
ま
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も「
タ
ン
チ
ョ

ウ
と
の
共
生
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
文

責　

深
沢
）

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

9 月、飛べるようになった幼鳥を連れて舞鶴遊水地から出て採
餌する舞鶴親子

報告会の様子

9 月、２羽の幼鳥を連れて千歳市の根志越遊水地周辺に現れた
318 親子。足環 318 が装着されたオス（右）は 2017 年、むか
わ周辺生まれ。道央圏で初めて ... 根志越出現だ

「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
共
生
」
目
指
し
、

道
央
圏
の
行
動
把
握
に
挑
む

近
年
、
道
央
圏
に
生
息
域
を
広
げ
て

い
る
特
別
天
然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
。

環
境
省
は
、道
東
に
集
中
す
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
分
散
化
行
動
計
画
を
策
定
し
、
冬

場
の
給
餌
量
を
調
整
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
自
然
分
散
は
確

か
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

農
業
な
ど
生
産
活
動
と
の
あ
つ
れ
き
も

報
告
さ
れ
て
い
る
な
か
、
今
後
、
新
天

地
で
生
活
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
ど
う
つ

き
あ
っ
て
ゆ
く
か
。「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の

共
生
」
を
考
え
る
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
新
天
地
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
る
の
か
、
そ
の
行
動
を
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
「
道
央
圏
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
飛
来
状
況
の
把
握
と
飛
来
情

報
の
集
約
」
を
活
動
目
標
に
掲
げ
、
札

幌
市
と
北
広
島
市
に
住
む
３
人
（
深
沢

博
、
佐
藤
ひ
ろ
み
、
河
野
潤
）
で
２
０
２
３

年
３
月
に
結
成
し
た
の
が
「
道
央
圏
タ

ン
チ
ョ
ウ
見
つ
け
隊
」
で
す
。
道
央
圏

へ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
動
向
を
で
き
る

限
り
自
分
た
ち
の
目
で
確
認
し
、
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
保
全
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の
共

生
に
向
け
て
取
り
組
む
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
、
１
年
を
通
し
て
活
動

し
、
そ
の
結
果
を
報
告
会
（
１
月
27
日
）

で
発
表
し
ま
し
た
。
報
告
書
に
ま
と
め
、

１
２
０
部
印
刷
し
、
関
係
各
機
関
や
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
昨
年
か
ら
道
央
圏
の
タ
ン

チ
ョ
ウ
観
察
を
始
め
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
３
人
そ
れ
ぞ
れ
、
専
門
と
す

る
分
野
は
異
な
り
ま
す
が
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
道
央
圏
に
姿
を
見
せ
始
め
て
か

ら
、
そ
の
動
向
を
観
察
、
記
録
し
て
き

ま
し
た
。
10
年
代
初
め
か
ら
む
か
わ
町

周
辺
で
の
繁
殖
を
見
守
っ
て
き
た
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
研
究
会
in
む
か
わ
」の
皆
さ
ん
、

舞
鶴
遊
水
地
で
繁
殖
を
始
め
た
20
年
以

前
か
ら
活
動
す
る
長
沼
町
の
「
舞
鶴
遊

水
地
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
呼
び
戻
す
会
」

の
メ
ン
バ
ー
、一
般
社
団
法
人
タ
ン
チ
ョ

ウ
研
究
所
の
研
究
者
た
ち
と
も
連
携
し
、

情
報
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
23
年
度

は
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
の
助
成

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
一

層
連
携
を
強
化
し
、
情
報
収
集
及
び
観

察
頻
度
を
さ
ら
に
高
め
ま
し
た
。
若
鳥

た
ち
が
分
散
し
て
行
動
す
る
春
に
は
ほ

ぼ
連
日
、
繁
殖
期
は
慎
重
に
、
幼
鳥
が

飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
親
子
で
行
動
圏

を
広
げ
る
秋
、
越
冬
地
へ
の
移
動
を
見

定
め
る
12
月
に
は
ほ
ぼ
連
日
の
よ
う
に

出
動
し
、
１
月
以
降
は
越
冬
地
確
認
の

た
め
に
日
高
地
方
を
行
脚
す
る
な
ど
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
23
年
度
は
、
道
央
圏

で
７
つ
が
い
の
繁
殖
行
動
が
確
認
さ
れ
、

う
ち
５
つ
が
い
が
計
６
羽
の
子
育
て
に

成
功
し
、少
な
く
と
も
26
羽
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
道
央
圏
の
空
を
舞
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
東
胆
振
や
日
高
西
部
の
不
凍
河

16

8 月、エスコンフィールドをバックに飛ぶ東の里ペア。繁殖に失敗し
た後も越冬地へ飛去する 12 月まで東の里、北島両遊水地周辺で暮ら
し続けた

８月、苫小牧市で確認された親子３羽。初繁殖ペアと見られ、９月
以降は厚真川周辺で暮らし、「厚真川親子」と呼ばれた

9 月、飛ぶむかわ親子。再産卵による子育てで、飛べるようになっ
たのは遅かっ幼鳥も無事飛べるように
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（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

　

別
海
町
は
海
岸
部
に
二
つ
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
（
野
付
湾
、
風

蓮
湖
）
を
擁
す
る
一
方
、
内
陸
部
の
湿

地
は
、
西
別
ヤ
チ
カ
ン
バ
湿
原
以
外

は
保
全
の
対
象
外
で
す
。
町
中
心
部
の

別
海
地
区
で
市
街
地
や
牧
草
地
に
隣
接

し
て
散
在
す
る
多
数
の
湿
原
の
実
態

は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
０
２
１
年
、
別
海
市
街
地
に
隣

接
す
る
宮
舞
町
湿
原
で
ム
セ
ン
ス
ゲ
（
環

境
省
R
D
B
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
の
自
生
地

が
、
埋
め
立
て
で
消
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
別
海

地
区
の
他
の
湿
原
を
開
発
に
よ
る
消
滅

の
危
機
か
ら
救
う
に
は
、
暫
定
的
で
簡

易
だ
と
し
て
も
湿
原
の
調
査
と
実
態
把

握
が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

別
海
町
別
海
地
区
の
空
中
写
真
判
読

で
42
カ
所
・
７
５
６
ha
（
西
別
ヤ
チ
カ
ン

バ
湿
原
を
含
む
）
の
湿
原
を
確
認
し
、
そ

の
う
ち
未
調
査
で
、
面
積
が
大
き
く
、

環
境
の
劣
化
の
度
合
い
が
少
な
い
湿
原

を
優
先
的
な
調
査
対
象
と
し
ま
し
た
。

対
象
地
区
内
で
の
調
査
は
22
年
4
月
末

か
ら
23
年
7
月
に
か
け
て
実
施
し
、
14

カ
所
の
湿
原
を
調
査
し
ま
し
た
。
加
え

て
、
別
海
町
内
他
地
区
の
湿
原
10
カ
所
、

標
津
町
内
の
湿
原
2
カ
所
、
浜
中
町
内

の
湿
原
1
カ
所
を
比
較
対
象
と
し
て
調

査
し
、
特
徴
的
な
植
物
や
絶
滅
危
惧
種

は
標
本
を
採
取
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
、
主
要
な
湿
原
の
植

物
の
分
類
群
数
の
暫
定
的
な
下
限
が
明

ら
か
と
な
り
、
横
断
的
な
比
較
を
可
能

に
す
る
と
い
う
目
的
は
充
分
に
達
成

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

カ
ン
チ
ス
ゲ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）
が

13
カ
所
、
ム
セ
ン
ス
ゲ
が
11
カ
所
、
ハ

ナ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）

が
1
カ
所
（
浜
中
町
姉
別
）
で
発
見
さ
れ

る
な
ど
、
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
や
道
東

地
域
の
自
然
保
護
を
考
え
る
に
際
し
て
、

調
査
対
象
の
湿
原
が
無
視
す
べ
か
ら
ざ

る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
湿
地
学
会
で
の
口
頭
発
表
（
22

年
・
23
年
9
月
）、「
宮
舞
町
湿
原
を
大
切

に
思
う
会
」
主
催
の
講
演
会
サ
ブ
企
画 

（
22
年
10
月
）、
し
め
っ
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
23
年
2
月
）、
北

方
山
草
会
会
誌
『
北
方
山
草
』（
23
年
3

月
）
投
稿
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会

誌
『
北
海
道
の
自
然
』（
23
年
4
月
）
寄
稿
、

ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
（
23
年
11
月
）

で
、
各
時
点
で
の
知
見
を
発
表
し
ま
し

た
。
22
年
10
月
の
講
演
の
要
旨
は
、
読

売
新
聞
道
内
版
や
釧
路
新
聞
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、合
同
調
査
の
結
果
は
、

北
海
道
博
物
館「
も
っ
と
！
あ
っ
ち
こ
っ

ち
湿
地
」
展
（
23
年
2
～
5
月
）
に
反
映

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
採
取
・
作
成
し
た
植

物
標
本
１
５
０
点
以
上
は
、
北
海
道
大

学
総
合
博
物
館
陸
上
植
物
標
本
庫
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
宮
舞
町
湿

原
の
ム
セ
ン
ス
ゲ
の
標
本
1
点
が
、
別

海
町
郷
土
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
、
宮
舞

町
湿
原
を
大
切
に
思
う
会
主
催
の
写
真

展
（
23
年
3
月
）
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
不
順
や
調
査
時
間
の
制
約
な
ど

の
関
係
で
、
当
初
予
定
の
小
写
真
集
の

出
版
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
80

ペ
ー
ジ
の
報
告
書
を
２
０
０
部
作
成
し
、

環
境
省
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
、
北

海
道
博
物
館
な
ど
に
寄
贈
し
、
残
り
は

地
元
の
自
然
保
護
団
体
に
寄
贈
す
る
な

ど
し
て
頒
布
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
対
象
の
湿
原
は
ほ
と
ん
ど
が
私

有
地
で
、
防
霧
保
安
林
指
定
以
外
は
何

ら
法
的
な
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
別
海
町
内
の
西
別
川
流
域
だ

け
で
も
１
３
５
０
ha
以
上
の
湿
原
が
開

発
で
失
わ
れ
、
現
在
残
っ
て
い
る
湿
原

が
、
元
の
半
分
以
下
で
あ
る
こ
と
を
併

せ
考
え
る
と
、
現
存
す
る
湿
原
を
最
大

限
保
全
す
る
た
め
の
枠
組
み
構
築
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
野
付
・
風
蓮
・
根
室
半
島
（
仮
称
）

国
定
公
園
指
定
に
当
っ
て
、
こ
れ
ら
の

湿
原
が
少
し
で
も
多
く
網
羅
さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も
情
報
の
共
有
と
発
信
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

別海町別海地区の主要な湿原の調査および保全対象化
齋藤 央

別海町
野付湾

風蓮湖

湿
原
を
守
る
た
め
に
始
め
た

保
全
対
象
外
地
区
の
植
物
の
実
態
把
握
調
査
。

第 2 清丸別川湿原で調査中

目
的

　

幌
向
湿
原
の
一
端
で
あ
る
南
幌
町
保

有
幌
向
原
野
地
の
乾
燥
化
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
を
伐
採
、

抜
根
後
整
地
し
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
定
植
で
き

る
生
育
環
境
を
整
え
、
当
地
が
湿
原
環

境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
土
台
を
構
築
し
ま
す
。

実
施
内
容

当
地
の
乾
燥
化
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
が
密
生
し
て
い
る
エ

リ
ア
の
8
本
の
伐
採
及
び
抜
根
し
て
整

地
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア

に
は
カ
キ
ツ
バ
タ
の
群
落
が
隣
接
し
て

い
ま
す
が
、
乾
燥
化
を
抑
制
し
群
落
を

保
護
す
る
こ
と
に
加
え
、
倒
木
の
恐
れ

の
あ
る
樹
木
が
あ
る
こ
と
、
抜
根
後
の

穴
を
利
用
し
て
保
水
性
の
地
形
を
拡
大

す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
伐
採

す
る
エ
リ
ア
を
選
定
し
ま
し
た
。

重
機
に
よ
る
伐
採
・
抜
根
作
業
の
後
、

手
作
業
で
細
か
い
根
の
破
片
や
枝
を
除

去
し
、
整
地
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
地
全
体
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
な

が
ら
、
伐
採
エ
リ
ア
の
経
過
を
観
察
し

ま
し
た
。

6
月
～
8
月
期
に
干
ば
つ
と
高
温
が

続
い
た
た
め
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
移
植
後
の

ス
ト
レ
ス
に
耐
え
切
れ
な
い
と
判
断
し
、

予
定
し
て
い
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
一
部
の
み

を
11
月
14
日
に
移
植
し
、
２
０
２
４
年

4
月
下
旬
に
残
り
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
移
植

し
ま
し
た
。

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5
／
24
〜
26 

ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
伐
採
、抜
根
、整
地
作
業

6
／
22
、
7
／
14
、８
／
30
、、9
／
26　

草
刈
り
作
業

10
／
14　

湿
原
再
生
の
喜
び（
当
法
人
主
催
イ
ベ
ン
ト
）

11
／
14　

ミ
ズ
ゴ
ケ
移
植（
一
部
）

令
和
６
年
4
月
下
旬　

ミ
ズ
ゴ
ケ
移
植

湿
原
再
生
の
喜
び

10
月
14
日
（
土
）、
当
法
人
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
「
湿
原
再
生
の
喜
び
」
に
て
湿
原

巡
り
フ
ッ
ト
パ
ス
を
開
催
、
当
地
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
当
地
に
て
幌
向
湿
原

の
歴
史
と
当
地
の
現
状
、
今
回
の
事
業

内
容
を
参
加
者
34
名
に
説
明
し
ま
し
た
。

事
業
成
果

乾
燥
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
の
除
去
が
で
き
た
の

で
、
湿
原
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
大
掛
か
り
な
土
木
工
事
は
コ
ス
ト
が

か
か
り
中
々
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
回
の
事
業
は
当
地
の
環

境
基
盤
構
築
に
大
き
な
成
長
を
も
た
ら

し
、
土
木
作
業
に
よ
り
泥
炭
地
層
が
整

地
さ
れ
、
優
位
に
な
か
っ
た
湿
生
植
物

が
芽
を
出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
植
物
導
入
を
検
討
し
、
湿

原
環
境
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
学
習
の
土
台
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
24
年
以
降
の
ミ
ズ
ゴ
ケ

の
定
着
を
期
待
し
ま
す
。
23
年
は
干
ば

つ
、
高
温
と
湿
原
環
境
に
と
っ
て
は
厳

し
い
1
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ミ
ズ
ゴ

ケ
を
土
台
と
す
る
湿
生
植
物
群
落
の
一

部
を
ど
う
に
か
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
環
境
再
生
は
一
朝
一
夕
で
成
果
が

で
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
自
然
環
境

と
向
き
合
い
な
が
ら
今
後
も
毎
年
手
を

加
え
て
保
全
・
保
護
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

幌向湿原再生事業
特定非営利活動法人ふらっと南幌

南幌町

ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
の
伐
採
と
抜
根
で
、ミ
ズ
ゴ
ケ
が
定
植
で
き
る
生
育
環
境
を
。

乾
燥
化
か
ら
湿
原
を
守
る
取
り
組
み
。

18

土木作業中の状況

土木作業後の状況

移植用ミズゴケと移植後の様子



事
業
の
狙
い

　

当
会
は
２
０
１
７
年
か
ら
カ
ラ
ス
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
当

初
は
自
治
体
向
け
で
し
た
が
、
広
く
一

般
へ
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
カ

ラ
ス
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
良
い

共
存
を
目
指
せ
る
よ
う
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

身
近
な
野
鳥
で
あ
る
カ
ラ
ス
と
の
共
存
・

カ
ラ
ス
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

～
北
海
道
版
２
０
２
３
改
訂
～

　

こ
の
冊
子
は
、
自
治
体
担
当
部
署
へ

の
配
布
を
目
的
に
、
当
会
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
や
調
査
記
録
に
基
づ
く
内
容
を

に
島
入
り
し
て
実
施
し
た
結
果
、
ウ
ミ

ス
ズ
メ
は
２
０
３
羽
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
調
査
は
天
候
や
波
の
状

況
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
１
シ
ー
ズ
ン

中
に
２
～
３
回
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
今
回
は
海
上
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

セ
ン
サ
ス
を
2
回
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と

中
心
に
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
民
な
ど
か
ら
の
希
望
も
多
く
、
現
在

は
無
料
で
配
布
し
、
施
設
な
ど
へ
も
設

置
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
の
相
談
は
全
国
か
ら
多
数
あ

り
ま
す
が
、
3
月
下
旬
か
ら
7
月
中
旬

に
か
け
て
が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が「
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
の
行
動
」や「
保

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
23
年
度
に
実

施
し
た
捕
食
者
が
及
ぼ
す
影
響
把
握
調

査
に
お
い
て
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で

護
」
に
関
し
て
で
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え

る
繁
殖
期
に
自
治
体
等
や
市
民
の
カ
ラ

ス
対
応
の
参
考
に
し
て
頂
け
る
と
、
よ

り
良
い
共
存
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

カ
ラ
ス
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
同
様
に
、
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
カ
ラ
ス
の
生
態
な
ど
を
記
載

は
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
G
P
S
ロ
ガ
ー
装
着

や
イ
ヤ
ー
タ
グ
に
よ
る
動
態
調
査
で
は

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
を
再
捕
獲
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
捕
獲
数
を

増
や
す
な
ど
手
法
に
つ
い
て
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
に
は
地
域
住
民
の
方
を
対

し
て
い
ま
す
。

「
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
へ
の
対
応
」
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル

　

以
前
作
成
し
た
も
の
を
増
刷
し
ま
し

た
。
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
の
行
動
や
対
処

法
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
わ
か

れ
ば
、
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
と
も
共
存
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

象
に
調
査
結
果
の
報
告
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
10
名
ほ
ど
参
加
し
、「
非
常
に
勉

強
に
な
っ
た
」「
海
鳥
の
た
め
に
今
後
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の

保
全
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カラス対応マニュアルなどの制作
NPO 法人札幌カラス研究会

札幌市

都
市
に
お
い
て
最
も
身
近
な
野
鳥
の
一
種
カ
ラ
ス
。

共
存
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
作
と
配
布
。
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（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

パンフレット

カラス対応マニュアル

クリアファイル 天売島

（公財）北海道新聞野生生物基金は、皆さまからのご寄付をこの活動に助成しました。

天売島におけるウミスズメの保全活動
北海道海鳥センター友の会
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事
業
の
目
的

　

北
海
道
北
西
部
に
位
置
す
る
天
売
島

は
、
8
種
類
約
１
０
０
万
羽
の
海
鳥
が

繁
殖
の
た
め
に
飛
来
す
る
重
要
な
海
鳥

繁
殖
地
で
す
。
そ
の
中
で
も
ウ
ミ
ス
ズ

メ
は
環
境
省
Ｒ
Ｌ
２
０
２
０
で
絶
滅
危

惧
Ⅰ
Ａ
類
に
選
定
さ
れ
、
国
内
で
は
安

定
し
て
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
場
所

は
、
天
売
島
が
唯
一
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
天
売
島
で
繁
殖
す
る

海
鳥
の
多
く
は
環
境
の
変
化
や
人
為
的

な
影
響
、
捕
食
な
ど
に
よ
り
生
息
数
が

減
少
し
て
お
り
、
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
つ
い

て
も
生
息
数
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
継
続
的
に
個
体
数
の

カ
ウ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
経
年

的
な
個
体
数
変
化
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
保
護
措
置
を
検
討
す
る
上
で
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
ウ
ミ
ス
ズ

メ
類
は
陸
上
哺
乳
類
が
い
な
い
、
も
し

く
は
接
近
で
き
な
い
よ
う
な
離
島
や
崖

で
繁
殖
す
る
た
め
、
人
為
的
に
持
ち
込

ま
れ
た
陸
上
か
ら
の
捕
食
者
に
対
し
て

非
常
に
脆
弱
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
天
売
島
に
お
い
て
は
ド
ブ
ネ
ズ

ミ
が
多
数
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
ミ

ス
ズ
メ
に
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
本
事
業
で
は
、
ウ
ミ
ス
ズ

メ
の
保
全
に
向
け
て
継
続
的
に
生
息
状

況
を
把
握
し
、
捕
食
者
の
及
ぼ
す
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
繁
殖
期
に
お
け
る
夜
間

の
海
上
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
捕
食

者
の
影
響
把
握
調
査
に
つ
い
て
も
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ミ
ス
ズ
メ
保

護
の
一
助
と
す
る
た
め
に
、
調
査
結
果

を
地
域
の
方
を
対
象
に
報
告
し
普
及
啓

発
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
主
体

北
海
道
海
鳥
セ
ン
タ
ー
友
の
会

　

当
団
体
は
北
海
道
海
鳥
セ
ン
タ
ー
と

連
携
・
協
力
し
、
自
然
観
察
会
や
環
境

教
育
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
、
海
鳥
の

調
査
、
海
岸
清
掃
な
ど
様
々
な
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
海
鳥

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自

然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
を
活
動
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

実
施
の
様
子

ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
、
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
の
夜

間
に
繁
殖
地
の
周
辺
海
域
に
集
ま
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
海
上
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
セ
ン
サ
ス
で
は
、
日
没
後
の
20
時
か

ら
23
時
ま
で
の
時
間
帯
に
２
晩
、
海
鳥

繁
殖
地
か
ら
３
０
０
ｍ
お
よ
び
６
０
０

ｍ
沖
の
航
路
で
小
型
船
を
用
い
て
個
体

数
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
捕
食
者
が
及
ぼ
す
影
響
把
握

調
査
に
お
い
て
は
、
産
卵
期
前
に
ウ

ミ
ス
ズ
メ
が
繁
殖
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
場
所
周
辺
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を

３
カ
所
設
置
し
、
育い
く
す
う雛

期
終
了
後
の

２
０
２
３
年
6
月
下
旬
ま
で
連
続
撮
影

を
実
施
し
ま
し
た
。
更
に
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

の
動
態
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
ウ
ミ
ス

ズ
メ
の
繁
殖
地
に
お
け
る
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

の
侵
入
頻
度
、
ウ
ミ
ス
ズ
メ
へ
及
ぼ
す

影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
G
P
S

ロ
ガ
ー
を
装
着
し
ま
し
た
。
そ
し
て
11

月
に
は
、
町
民
の
方
を
対
象
に
調
査
結

果
の
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

成
果
・
結
果

　

23
年
度
の
調
査
は
、
霧
な
ど
が
な
く
、

波
も
50
㎝
以
下
の
天
候
が
安
定
し
た
日

絶
滅
危
惧
種
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
希
少
な
繁
殖
地
の
保
全
の
た
め
、天
売
島
で

実
施
し
た
海
上
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
生
息
状
況
の
調
査
。

ウミスズメのカウント調査

普及啓発のための報告会



2023年5月～2024年4月に寄付をくださった方々です。他にも掲載を希望されない方々からも
寄付をいただいています。

2023年5月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●川崎市、斉藤政彦さんは１万円を●札幌市西区福井１、北海道コンクリート圧送協

同組合は２万円を●札幌市西区発寒9の9、環境テクニカルサービスは道新野生生物金制作の「花のエコ・イラスト百撰」を使用

した協賛金として５万円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を、いずれも北海

道の自然と野生生物を守るために寄付した。

6月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●江別市、水島未記さんは５千円を●標津郡中標津町、匿名の方は千円を●旭川市、ス

ズメさんは４千円を●苫小牧市、正木由紀さんは５千円を●札幌市中央区、間瀬達哉さんは１万円を●札幌市南区、梅沢俊さん

は２万円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を、いずれも北海道の自然と野生

生物を守るために寄付した。●札幌市手稲区、柳内風さんは２万円をフクロウ保護のために寄付した。

7月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●江別市、韮澤千代さんは65000円を●旭川市金星町１、国際ソロプチミスト旭川は

３万円を●札幌市東区、大渕武雄さんは２千円を●旭川市、匿名の方は５千円を●北海道新聞野生生物基金設立３０周年記念展

会場の募金箱に集まった２万890円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を、い

ずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した

8月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●小樽市、匿名の方は１万円を●旭川市、スズメさんは４千円を●斜里郡小清水町、大

出洋子さんは１万円を●札幌市白石区、佐藤研一さんは１万円を●札幌市東区、早坂正さんは１万円を●札幌市北区、堀田雄二

さんは２万円を●東京都江東区、山田恭子さんは５千円を●匿名の方は５千円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブ

レ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

9月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市豊平区、匿名の方は５千円を●札幌市厚別区上野幌３の６、新札幌駅前内科

循環器は２万円を●札幌市南区、安部英夫さんは１万円を●札幌市中央区、匿名の方は１万円を●滝川市、匿名の方は１万2500

円を●石狩市、笹川孝子さんは１万円を●札幌市厚別区、匿名の方は１万円を●北海道新聞野生生物のネーチャーフォーラム会

場の募金箱に集まった1万2502円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いず

れも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

10月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市南区、梅沢俊さんは２万５千円を●札幌市中央区、堀乙子さんは１万円を●札

幌市東区、匿名の方は１万円●札幌市北区、中川明彦さんは１万円を●札幌市中央区、匿名の方は１万円を●旭川市、匿名の方は

５千円、スズメさんは４千円を●石狩市、向野文彦さんは１万円を●函館市、匿名の方は３万円を●二海郡八雲町、匿名の方２人

はそれぞれ５千円を●瀬棚郡今金町、越野誠さんは４千円を●札幌市中央区北５西４、大丸札幌店はレジ袋の収益金10万9243

円を●東京都国分寺市、金子道代さんは２千円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1

万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

ご支援ありがとうございます。
　公益財団法人北海道新聞野生生物基金はたくさんの企業の皆さま、たくさんの人々に支えられています。
毎月必ず寄付をしてくれる人、定期的に寄付をしてくれる人、何かの記念日に寄付をしてくれる人、ナキウ
サギを守って下さいと寄付してくれる人、毎年、年会費として支えてくれるサポート企業などに支えられて
います。こういった企業や個人の皆様の「北海道の自然を守りたい」という思いを受け、微力ながら頑張って
います。Webからも寄付ができます。皆様のご支援をお待ちしております。

公益財団法人北海道新聞野生生物基金　寄付金のご報告
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11月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市中央区大通西３、道新会札幌八日会は募金に集まった４万4492円を●釧路市、

匿名の方は３千円を●北広島市、匿名の方は１万円を●旭川市、匿名の方は５千円を●恵庭市、匿名の方は10万円を●札幌市清

田区、鳶坂正明さんは１万円を●札幌市南区、匿名の方は５万円、刈屋宏美さんは２万円を●札幌市中央区大通西３、北海道マラ

ソン組織委員会は１３５万円を●北海道野生生物写真コンテスト作品展会場の募金箱に集まった1470円を●千歳市、後藤孝雄

さんは２万円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と

野生生物を守るために寄付した。　●札幌市手稲区、柳内大地さんは２万円をナキウサギ保護のために寄付した。

12月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円、同草加市、島影均さんは５千円を●札幌市中央区、匿名の方２人はそれぞれ１万円、岡

希樹さん、匿名の方３人はそれぞれ５千円、匿名の方６人はそれぞれ３千円を●札幌市豊平区、新蔵博雅さんは１万円、大山保友

さん、匿名の方はそれぞれ３千円、かわうそ倶楽部は3333円を●札幌市清田区、上ヶ島精一さん、匿名の方はそれぞれ１万円、

金江大次さんは５千円、金江久恵さん、金江明彦さんはそれぞれ３千円を●札幌市南区、匿名の方は100万円、奥山博さんは１万円、

小堀煌治さん、匿名の方はそれぞれ５千円、匿名の方は３千円を●札幌市白石区、川畑寿美子さんは１万円、トライさんは５千円

を●札幌市北区、山田克彦さんは３万円、匿名の方は１万円、石澤昭義さんは５千円を●旭川市、匿名の方は５千円、内坪忠宏さん、

匿名の方はそれぞれ３千円を●釧路市、工藤悦子さん、匿名の方２人はそれぞれ5千円、匿名の方は３千円を●札幌市手稲区、高

橋義一さんは５千円を●札幌市厚別区、篠島賢行さんは２万円、池野良一さん、匿名の方はそれぞれ５千円を●札幌市西区、匿名

の方は５千円を●江別市、匿名の方は３万円を●恵庭市、匿名の方は１万円を●札幌市白石区東札幌２の５、シビテックは自社

オリジナルカレンダーの売上金1万4800円を●函館市、山口精次さんは５千円を●亀田郡七飯町、河戸政美さんは５千円を●沙

流郡日高町厚真町87、德田新聞店は1万円を●水戸市、佐藤紘一さんは１万円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブ

レ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を●カドヤタエコさんは３千円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

2024年1月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市中央区、匿名の方は1万円を●札幌市厚別区、戸田幸四郎さんは1万円を●札

幌市東区、大原昌宏さんは５千円を●江別市、匿名の方は２万円、伊藤洋子さんは１万円を●函館市五稜郭町31、北海道新聞函

館支社は募金箱に集まった1209円を●釧路市、匿名の方は３千円●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」

の売上金の一部１万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

2月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市厚別区、石岡一臣さんは５千円を●札幌市北区、荒島さんは１万7000円、橋

場久美子さんは５千円を●札幌市中央区、匿名の方は１万円を●旭川市、スズメさんは３千円を●標津銀中標津町、匿名の方は

千円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物

を守るために寄付した。

3月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市中央区北５西２、札幌駅総合開発は募金箱に集まった16万8405円を●札幌

市厚別区、匿名の方は１万円を●札幌市南区、匿名の方は1万円を●札幌市中央区北1西３、札幌国際プラザ・札幌コンベンショ

ンビューローは２万6000円を●札幌市手稲区、匿名の方は1万円を●オホーツク管内小清水町、大出洋子さんは1万円を●札幌

市中央区大通西３、北海道新聞社共栄会は５０万円を●千歳市千代田町、製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一

部1万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。

4月

●埼玉県所沢市、石川都矢子さんは千円を●札幌市中央区、匿名の方は３千円を●北見市、網野美江子さんは５千円を●釧路市、

匿名の方は３千円を●札幌市中央区北５西４、大丸札幌店はレジ袋とオリジナルマイバックの収益金30万円を●千歳市千代田町、

製菓会社「もりもと」はサブレ「北ふく郎」の売上金の一部１万円を、いずれも北海道の自然と野生生物を守るために寄付した。
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公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ
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収益事業（特別会計）
一般販売用カレンダー事業

「北海道野生生物写真コンテスト」の応募作品の中から秀作を選び、動物部門の大判吊り下げ型カレンダー、中判の中吊
りカレンダーおよび植物部門の卓上型カレンダーを制作し、当基金や書店などを通じて北海道の野生生物を守る目的と願
いを込め販売している。道内外で根強い人気があり、2025 年版カレンダーも引き続き収入の柱とする。販売価格はいず
れも税込みで、吊り下げタイプ 1500 円、中綴じタイプ 1200 円、卓上タイプ 1000 円として、販売数の増加を目指す。

公益目的事業（一般会計）
【普及啓蒙事業】
シンポジウム・フォーラム
2023 年は新型コロナが 5 類へと移行したこともあって、9 月に植物写真家の梅沢俊さんのネイチャーフォーラム、8 月
には基金設立 30 周年記念事業として過去の写真コンテスト入賞作品を使用した基金オリジナルカレンダーの展示とあわ
せた講演会を開催した。本年度も 7 月～ 8 月、道内に生息する希少生物の保護や飼育に取り組む動物園の取り組みをテー
マにしたネイチャーミニフォーラムの開催を企画している。このほか、野生生物保護、生態系保全などがテーマのイベン
トの開催を随時支援していく。

【自然体験活動事業】
（１）環境出前講座

基金の評議員ら自然や環境問題の専門家が学校や地域講座などに出向き、得意分野のテーマで講演している。2023
年度は富良野市の小学校や羅臼高校、知床のホテルで実施した 2024 年度も２～３回の開催を目指す。

（２）環境エクスカーション
2023 年度は道新観光と組み自然散策と写真撮影を楽しむ知床探訪ツアーを 7 月に計画したが、クマの出没が相次い
だ時期であったため参加者が集まらず中止した。2024 年度は再度、同ツアーや、要請があれば自然体験型の事業に
対応していく。

（３）モーリーの森づくり
2006 年度から当別町の「道民の森」で植樹を行い、2012 年度からは栗山町から用地を借用し植樹する協定を結び、
植樹や種の採取・苗づくりなどを夏に実施してきた。道新こども新聞「まなぶん」の子ども記者らから参加者を募っ
た栗山町での植樹は、コロナ禍のため 2019 年度の開催が最後で、以降は 2022 年度まで保育管理のみ行ってきた。
2023 年 3 月末で借用期限を迎えたため、適当な候補地がみつかるまで本事業の中断を余儀なくされたため、保育管
理も止める予定であったが、最後の植樹地中心に保育管理を継続する。

【コンテスト事業】
（１）写真コンテストと写真展

2023 年度は、コロナ禍や応募者の高齢化などが進んだ影響か、応募者が△ 33 人の 185 人となったため、応募作品
数も△ 17％の 486 点（△ 98）となったが、作品の質自体は遜色ないものであった。貴重な収入源であるカレンダー
事業につながるため、2024 年度も夏に北海道の野生生物を対象とした写真作品を広く募集するコンテストを実施す
る。撮影マナーの向上を呼び掛けつつ、北海道の大自然の息吹が伝わる写真を審査委員会で選考する。入賞・入選作
は北海道新聞紙上やモーリー通信で紹介する。また、写真展は例年通り 11 月に富士フイルムフォトサロン札幌で開
催する。

（２）夏休み自然観察記録コンクール
北海道自然保護協会との共催で、夏休み前に募集の案内を道内小学校に発送し作品を募集する。入賞・佳作を北海道
新聞紙上で発表し、優秀作品は道新こども新聞「まなぶん」や「モーリー通信」などで紹介する。

【出版事業】
自然情報誌「モーリー通信」の発行
年 1 回（6 ～ 7 月）に発行する。さまざまな野生生物が息づく北海道の生物多様性の保全を考えて展開している各種事業
の詳細や、その運営を側面から支えてくれている企業・個人の想い、北海道に生きる野生生物に関連する特集などを掲載
している。未来への提言となるよう、北海道の今を伝えていく。

【24 年度助成事業】
自然保護、野生生物保全に頑張っている団体・個人の活動を広く応援している。今年度は、一般 200 万円、別枠の「杉本と
き鳥類保護助成基金」100 万円を上限に助成申請を受け付けた。助成先と助成事業は下記の通り。計画実施後に報告書の提
出を求め、「モーリー通信」に掲載する。
一般助成　●十勝管内浦幌町・浦幌ヒグマ調査会「市民による小さなヒグマ対策実施とその先へ向けたステップアップ」45
万円●札幌市・石狩浜ハマナス再生プロジェクト協議会「ハマナスをシンボルとした海辺の生物多様性啓発事業」26 万円●

滝川市・たきかわ環境フォーラム「野生動物と共存する「地域の力」育みプロジェクト」20 万円●後志管内ニセコ町・尻別
川の未来を考えるオビラメの会「尻別川のイトウ繁殖地『見まもり隊』活動」20 万円●江別市・国際交流サークル SukaRela「北
海道の動物園水族館で取り組まれている絶滅危惧種保全対策を紹介する多言語 WEB サイトと動画サイトの構築による北海道
の生物多様性保全の普及啓発と国際交流の推進」33 万円●旭川市・NPO 法人癒しの森づくり「森の課外授業」10 万円
鳥類保護助成　●札幌市・特定非営利活動法人 EnVision 環境保全事務所「市民による鳥の分布情報収集・共有・利用の仕組
み作り」50 万円

2024年度事業計画（一部抜粋）
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※サポート企業は年会費が1口３万円で、お申込み口数に上限はございません
※北海道の大自然や野生生物の保護に興味や関心がある企業様・個人様のお申し込みをお待ちしております。
●お問い合わせ・お申し込み：公益財団法人北海道新聞野生生物基金
　TEL 011-210-5773  FAX 011-210-5774  Email nature@hokkaido-np.co.jp

公益財団法人北海道新聞野生生物基金では サポート企業を募集しています。

カネカ北海道
（札幌市）

諏訪・髙橋法律事務所
（札幌市）

運河の宿 おたる ふる川
（小樽市）

北海道コカ・コーラ 
ボトリング
（札幌市）

新倉吉晴
（小樽市）

北海製罐小樽工場
（小樽市）

ツルハ
（札幌市）

函館軟式野球連盟
（函館市）

北海道新聞 HotMedia
（札幌市）

アイワード
（札幌市）

ウヤマエンジニアリング
（札幌市）

きんでん北海道支社
（札幌市）

孝仁会
（釧路市）

道新アクセス
（札幌市）

網走信用金庫
（網走市）

道新総合印刷
（北広島市）

遠軽信用金庫
（遠軽町）

日本ハム
（大阪府）

登別温泉ケーブル
（札幌市）

太田硝子店
（旭川市）

セコマ
（札幌市）

道新文化事業社
（札幌市）

エフエム北海道
（札幌市）

道新販売センター
（札幌市）

道新サービスセンター
（札幌市）

ほくしん
（砂川市）

（連盟事務所）
〒 040-0031 北海道函館市上新川町（新川球場本部）
TEL 0138-40-8811

その他の事業（一般会計）
（１）パンフレットなどの作成

リーフレットなど、新たな配布用として追加印刷をする。
（２）ホームページの維持・更新

基金の活動を広く宣伝・紹介するほか、助成事業や写真コンテストの応募用紙のダウンロードなど、事業の推進にも
役立てる。

（３）Web 寄付決済手数料
Web 上での寄付は、寄付金クラウドサービス「Syncable（シンカブル）」を導入する。費用は、このサービス利用料。

サポート企業一覧　※掲載は申込順（2024年５月現在26企業・個人）

函館軟式野球連盟

道南地域の軟式野球の発展と
地域の生涯スポーツの一環として行政と共に活動

学童・少年（中学生）・朝野球・シニアなど

各大会を運営しています。



【動物部門 １席】
仲良く半分こ　丹保　聡（函館市）

【植物部門 １席】
湿原の春　出口博司（帯広市）
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公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ

　

第
29
回
北
海
道
野
生
生
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
・
入
選
作
32
点
が
決
ま
っ
た
。
公
益
財
団
法

人
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
と
北
海
道
新
聞
社

の
主
催
。
応
募
者
の
総
数
は
１
８
５
人
（
前
年
比

33
人
減
）
で
、
動
物
部
門
３
８
９
点
、
植
物
部
門

97
点
の
計
４
８
６
点
（
同
98
点
減
）
の
応
募
が
あ
っ

た
。
動
物
部
門
１
席
に
は
函
館
市
の
丹
保
聡
さ
ん

の
「
仲
良
く
半
分
こ
」
が
、
植
物
部
門
１
席
に
は

帯
広
市
の
出
口
博
司
さ
ん
の
「
湿
原
の
春
」
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
全
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
同
基
金
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
５

年
版
の
動
物
編
13
点
、
植
物
編
13
点
が
選
ば
れ
た
。

入
賞
作
11
点
と
優
秀
作
21
点
は
11
月
３
日
か
ら
８

日
ま
で
、富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
札
幌
（
札

幌
市
中
央
区
大
通
西
６
）
で
展
示
さ
れ
た
。

　

◇
審
査
委
員
（
敬
称
略
）　

寺
沢
孝
毅
（
動
物
部

門
審
査
委
員
長
）、
奥
田
実
（
植
物
部
門
審
査
委
員
長
）、

小
川
巌
、
中
井
和
子
、
西
村
昌
晃
、
三
浦
高
広

動
物
部
門
講
評
（
寺
沢
）

　

１
席
の
「
仲
良
く
半
分
こ
」
は
、
ハ
ヤ
ブ
サ
を
捉

え
た
作
品
だ
。
警
戒
心
が
強
い
猛
禽
類
の
生
態
を
、

北
海
道
野
生
生
物

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

〈
入
賞
作
品
〉

正
面
か
ら
シ
ャ
ー
プ
に
、
し
か
も
つ
が
い
の
２
羽
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
捕
ら
え
た
獲

物
を
共
有
す
る
こ
と
で
絆
を
深
め
合
う
貴
重
な
つ
が

い
の
行
動
を
、
高
い
完
成
度
で
記
録
し
た
優
秀
な
作

品
で
あ
る
。

　

２
席
の
「
レ
ー
ス
模
様
の
ゴ
ン
ド
ラ
」
は
、
水
面

に
映
り
込
む
葉
脈
や
ト
ン
ボ
の
羽
に
着
目
し
、
そ
れ

を
レ
ー
ス
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
見
立
て
た
作
者
の
セ
ン
ス

が
素
晴
ら
し
い
。
面
白
さ
を
発
見
す
る
目
と
、
１
枚

の
絵
に
で
き
た
表
現
力
に
評
価
が
集
ま
っ
た
。「
仲

良
し
家
族
」
は
、
子
リ
ス
た
ち
が
ぐ
る
り
と
樹
幹
に

輪
に
な
っ
て
い
て
、
引
っ
越
し
な
の
か
、
日
向
ぼ
っ

こ
な
の
か
と
思
わ
ず
想
像
し
て
し
ま
う
。
見
る
人
の

心
を
温
か
く
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

３
席
の
「
ア
イ
タ
タ
タ
！
」
お
よ
び
「
ま
ん
ま
る

マ
ウ
ス
」
は
、
被
写
体
に
な
る
こ
と
が
少
な
い
野
生

生
物
に
目
を
向
け
た
こ
と
、
目
を
引
く
行
動
や
姿
の

面
白
さ
が
う
ま
く
表
現
で
き
た
こ
と
等
が
評
価
さ
れ

た
。「
厳
寒
の
朝
」
は
、
北
海
道
の
凍
て
つ
く
朝
に

起
き
て
い
る
出
来
事
を
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
と
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
緊
張
す
る
出
会
い
を
テ
ー
マ
に
美
し
く
切

り
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

鮫
島
和
子
賞
の
「
ス
マ
イ
ル
」
は
、
ハ
リ
オ
ア
マ

ツ
バ
メ
の
水
飲
み
行
動
を
切
り
取
っ
た
も
の
だ
。
鳥

類
の
中
で
も
最
速
で
飛
翔
す
る
種
の
一
つ
で
、
真
正

面
か
ら
ピ
タ
リ
と
動
き
を
止
め
ら
れ
た
の
は
見
事
で

あ
る
。
こ
の
一
瞬
前
の
、
口
を
開
け
て
水
を
飲
む
瞬

間
も
見
て
み
た
い
。

植
物
部
門
講
評
（
奥
田
）　

　

応
募
作
品
の
特
徴
の
1
つ
は
同
一
撮
影
地
の
被
写

体
の
重
複
が
多
々
あ
り
、
入
選
の
要
は
撮
影
時
の
画

面
構
成
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
光
や
背
景
な
ど
、
小

道
具
の
効
果
的
な
使
い
方
が
鍵
に
な
る
。

　

１
席
の「
湿
原
の
春
」は
、早
春
の
ヤ
チ
ボ
ウ
ズ
と
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る
。
画
面
構
成
や
臨

場
感
を
左
右
す
る
背
景
の
使
い
方
が
巧
み
だ
。
な
に

げ
な
い
背
景
の
樹
木
が
視
線
を
安
定
さ
せ
、
過
去
に

選
ば
れ
た
同
一
テ
ー
マ
を
撮
る
難
し
さ
を
克
服
し
た
。

　

２
席
の
「
着
氷
」
は
、
秋
色
を
帯
び
た
野
草
（
イ

ネ
科
シ
バ
属
の
仲
間
だ
ろ
う
か
？
）
が
凍
り
つ
い
た
写

真
で
あ
る
。
着
氷
す
る
こ
と
で
普
段
目
に
す
る
野
草

の
想
像
を
超
え
た
世
界
を
見
せ
て
く
れ
た
。
た
だ
、

自
生
す
る
情
景
が
背
景
に
描
写
さ
れ
れ
ば
更
に
力
強

さ
が
増
し
た
。

　

３
席
の
「
水
辺
の
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
水
辺
の
枯
れ

た
樹
木
と
湖
沼
に
自
生
す
る
エ
ゾ
ノ
ミ
ズ
タ
デ
を
捉

え
た
作
品
で
あ
る
。
死
と
生
で
あ
る
。
背
景
中
央
の

2
本
の
樹
木
の
強
さ
が
画
面
の
力
を
弱
め
て
い
る
こ

と
が
残
念
だ
。
撮
影
位
置
を
工
夫
す
る
か
、
主
役
を

引
き
出
す
強
い
光
線
が
欲
し
い
。

　

鮫
島
和
子
賞
の
「
ク
リ
ン
ソ
ウ
咲
く
」
は
、
鮮
や

か
に
開
花
し
た
水
辺
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
を
捉
え
て
い
る
。

満
開
を
迎
え
た
鮮
や
か
な
花
の
赤
と
濃
い
葉
の
緑
色

が
黒
い
水
面
の
な
か
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
と
な
っ
て
浮

き
上
が
る
力
強
い
作
品
だ
。
応
募
数
の
多
い
ク
リ
ン

ソ
ウ
の
中
で
も
印
象
深
い
。
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【植物部門 ２席】 着氷　竹田啓子（釧路市）

【植物部門 3 席】 
水辺のステージ　佐々木　洋（苫小牧市）

【植物部門 鮫島和子賞】 
クリンソウ咲く　田澤米子（帯広市）

【動物部門 3 席】 
まんまるマウス　䑓なつみ（釧路市）

【動物部門 鮫島和子賞】
スマイル　藤本卓哉（恵庭市）

29

公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ

【動物部門 ２席】 仲良し家族　川上幸男（函館市）

【動物部門 ２席】 レース模様のゴンドラ　松本久子（美唄市）

【動物部門 3 席】 
厳寒の朝　吉村　剛（千歳市）

【動物部門 3 席】 
アイタタタ！　稲垣昌子（函館市）

28



31

朝陽と北帰行　
前田賢一（宗谷管内豊富町）

水面をすべる　
松田哲典（十勝管内広尾町）

胞子放出　大谷重夫（苫小牧市）

天上にて輝く　横江憲一（札幌市）

終焉の美　相馬秀行（札幌市） エゾリスの食事あと　
今泉俊雄（釧路市）

静かに餌を待つ　
伊藤文章（空知管内新十津川町）

冬の妖精　山内佳子（札幌市）

老木に新たな生命　
鶴谷省司（北広島市）

滝に耐える　古櫛由美（北斗市） 優しく照らして　
中神由美子（札幌市）

【植物部門入選作品】

公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ

30

ドッグファイト
松崎一朗（函館市）

月光　早川徳幸（札幌市）

父を慕う　前田敏雄（恵庭市）

トンボキャッチ　
山上隆司（苫小牧市）

採餌　石橋文則（伊達市）

ジャーンプ !! 池の鯉　
宮下征治（札幌市）

モテモテ　岩永雅弘（札幌市）

一羽で、2 羽　
伊藤正司（札幌市）

押さないで～ !!　丸山照美（札幌市）

突進　佐々木正春（旭川市）

【動物部門入選作品】



係
も
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
同

時
期
に
円
山
公
園
で
も
行
な
っ
た
観
察
で
も
み
ら
れ

た
多
く
の
鳥
が
、
街
中
の
北
大
で
も
観
察
で
き
た
こ

と
か
ら
、
円
山
に
遠
く
て
行
け
な
い
人
た
ち
に
も
気

軽
に
で
き
る
北
大
で
の
野
鳥
観
察
を
し
て
み
て
は
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
銀
賞
】「
な
ぜ
チ
ョ
ウ
は
す
き
な
の
に
ガ
は
き
ら
わ

れ
る
の
か
？
」　

　

坂
本
雅
人
さ
ん
は
、
チ
ョ
ウ
と
ガ
は
、
見
た
目
は

似
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
チ
ョ
ウ
は
み
ん
な
楽
し

く
追
い
か
け
、
ガ
を
見
た
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
の
か

気
に
な
り
、
チ
ョ
ウ
と
ガ
の
違
い
を
調
べ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
種
類
数
、
形
や
色
、
活
動
の

違
い
、
生
育
ま
で
の
様
子
を
比
較
し
、
ス
ケ
ッ
チ
も

入
れ
、
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、

ガ
に
は
毒
の
あ
る
も
の
も
い
る
こ
と
や
、
動
き
が
激

し
い
こ
と
も
あ
っ
て
嫌
わ
れ
る
の
が
わ
か
る
気
が
し

た
と
の
こ
と
。
た
だ
、
サ
ナ
ギ
か
ら
糸
も
と
れ
る
も

の
も
い
て
、
嫌
わ
な
い
で
ほ
し
い
と
ま
と
め
ま
し
た
。

調
べ
る
き
っ
か
け
か
ら
調
査
の
仕
方
、
結
果
、
考
察

の
流
れ
で
し
っ
か
り
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

【
銀
賞
】 「
シ
ラ
カ
バ
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
」　

　

吉
田
美
里
さ
ん
は
、
白
く
て
北
海
道
ら
し
い
シ
ラ

カ
バ
の
木
が
大
好
き
。
新
聞
で
、
曲
が
り
や
す
く
利

用
価
値
が
低
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
も
っ

と
価
値
が
上
が
る
よ
う
に
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
樹
液
を
と
る
と
こ
ろ
を
見
学
し
た
り
、
樹
皮
が

焚
き
付
け
に
使
わ
れ
る
こ
と
や
、
樹
皮
で
の
カ
ゴ
作

り
、
葉
を
乾
か
し
て
お
茶
を
作
り
、
樹
皮
・
枝
・
葉

【金賞】
長内智幸（札幌市立北陽小学校 4 年）

「北大で見た春の野鳥」

33

公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ

【銀賞】
坂本雅人（千歳市立みどり台小学校 3 年）

「なぜチョウはすきなのにガはきらわれるのか？」　

　

北
海
道
新
聞
社
・
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
・

北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
北
海
道
教

育
委
員
会
・
札
幌
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、

「
第
30
回
夏
休
み
自
然
観
察
記
録
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

開
催
し
ま
し
た
。　
　
　

　

入
賞
作
品
公
開
展
示
は
下
記
の
日
時
・
場
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
10
月
31
日
（
火
）
～
11
月
５
日
（
日
）

札
幌
市
資
料
館
「
２
階
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

２
０
２
４
年
1
月
5
日
（
金
）
～
9
日
（
火
）

札
幌
市
円
山
動
物
園「
円
山
動
物
園
科
学
館
ホ
ー
ル
」

応
募
状
況

◎
募
集
テ
ー
マ　

身
の
ま
わ
り
の
自
然
を
よ
く
見
て

作
文
や
絵
に
く
わ
し
く
か
い
て
み
よ
う

◎
応
募
数　

作
品
数　

32
点

1
年
（
5
） 

2
年
（
4
） 

3
年
（
8
） 

4

年
（
6
） 

5
年
（
4
） 

6
年
（
5
） 　
　

◎
学
校
数　

15
校

◎
審
査
日　

23
年
10
月
4
日
（
水
）　

◎
審　

査　

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
、
北
海
道

自
然
保
護
協
会

第
30
回
夏
休
み

自
然
観
察
記
録
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
者
・
受
賞
作
品

◎
金
賞　

1
点　
　
　
　
　

長
内　

智
幸
（
札
幌
市
立
北
陽
小
学
校
4
年
）

「
北
大
で
見
た
春
の
野
鳥
」

◎
銀
賞　

2
点　

坂
本　

雅
人
（
千
歳
市
立
み
ど
り
台
小
学
校
3
年
）

「
な
ぜ
チ
ョ
ウ
は
す
き
な
の
に
ガ
は
き
ら
わ
れ
る

の
か
？
」

吉
田　

美
里 （
網
走
市
立
網
走
小
学
校
4
年
）

「
シ
ラ
カ
バ
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
」

◎
銅
賞　

5
点

石
井　

虎
太
郎
（
南
幌
町
立
南
幌
小
学
校
1
年
）

「
ぼ
く
が
み
つ
け
た
む
し
」

小
関　

悠
生 

（
札
幌
市
立
信
濃
小
学
校
2
年
）

「
い
き
も
の
か
ん
さ
つ
」　

斉
藤　

蓮
（
函
館
市
立
中
島
小
学
校
3
年
）

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

坂
本　

颯
人
（
千
歳
市
立
み
ど
り
台
小
学
校
5
年
）

「
昆
虫
の
羽
」

上
村　

和
啓
（
伊
達
市
立
大
滝
徳
舜
瞥
小
学
校
5
年
）

「
キ
ア
ゲ
ハ
の
観
察
記
録
」

◎
佳
作　

8
点　
　

橋
本　

美
里
（
滝
川
市
立
滝
川
第
三
小
学
校
1
年
）

「
チ
ョ
ウ
の
か
ん
さ
つ
」

長
谷
川　

奏
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
2
年
）

「
ク
ワ
ガ
タ
の
か
ん
さ
つ
日
記
」

丸
山　

春
翔
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
3
年
）

「
カ
ナ
ヘ
ビ
日
記
」

藤
山　

結
月
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
3
年
）

「
黒
曜
石
に
つ
い
て
」

大
江　

陽
向
（
帯
広
市
立
啓
北
小
学
校
3
年
）

「
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
を
ま
も
れ
!!
」

太
田　

彩
萌
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
5
年
）

「
エ
ナ
ガ
と
シ
マ
エ
ナ
ガ
に
つ
い
て
」

松
岡　

昇
（
伊
達
市
立
伊
達
小
学
校
6
年
）

「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
意
外
な
違
い
」

今
川　

空
哉
（
札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校
6
年
）

「
雲
の
種
類
に
つ
い
て
」

◎
学
校
賞　

札
幌
市
立
藻
岩
小
学
校　
　

金
・
銀
・
銅
受
賞
作
品
の
講
評

審
査
委
員
長
　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
自
然
保
護
協
会
　
常
務
理
事

横
山
武
彦

【
金
賞
】  「
北
大
で
見
た
春
の
野
鳥
」　　

　

鳥
の
好
き
な
長
内
智
幸
さ
ん
は
、
4
月
に
北
大
構

内
で
行
わ
れ
た
探
鳥
会
に
参
加
し
、
観
察
結
果
を
１

枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
ま
し
た
。
観
察
で
き
た
27

種
の
野
鳥
は
そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
つ
け
、
留
鳥
・
夏

鳥
・
冬
鳥
に
色
分
け
し
た
シ
ー
ル
で
、
北
大
の
ど
こ

で
観
察
し
た
か
構
内
図
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
に
つ
い
て
、
説
明
が
簡
潔
に
書

か
れ
た
10
㎝
角
の
色
紙
も
構
内
図
を
囲
む
よ
う
に
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。
構
内
図
に
は
池
や
森
、
草
地
、
小

川
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
も
あ
り
観
察
で
き
た
鳥
と
の
関
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手のひらサイズの小さな命

トガリネズミと
ニホンザリガニの

保護活動
札幌市円山動物園

特集

一時は絶滅も危ぶまれた

タンチョウの
保護活動
釧路市動物園

全道8園館の動物園と水族館の協力で
動き出した、生物多様性への取り組み

動物園や水族館の役割のひとつに「種の保存」があります。
希少な動物たちの保護や生態の調査・自然環境の保全な
ど、生物学に基づいた飼育や繁殖といった動物園や水族
館ならではの方法で行われています。道内の動物園の知
られざる地道な生物多様性への取り組みを紹介します。

旭川市旭山動物園 
坂東統括園長からの

レポート
北海道産いきもの
保全プロジェクト
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を
煮
た
液
で
の
草
木
染
め
な
ど
、
実
際
に
体
験
し
て

み
ま
し
た
。「
木
育
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、

シ
ラ
カ
バ
に
つ
い
て
葉
や
枝
の
く
わ
し
い
観
察
、
森

や
木
と
動
物
・
鳥
・
虫
、
自
然
と
の
関
係
も
学
び
フ
ァ

イ
ル
に
ま
と
め
ポ
ス
タ
ー
に
し
ま
し
た
。
白
樺
は
外

国
や
北
方
民
族
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
に

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
活
用
し
て

ほ
し
い
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。　

【
銅
賞
】

「
ぼ
く
が
み
つ
け
た
む
し
」

　

石
井
虎
太
郎
さ
ん
は
、
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
の
オ
ス

と
メ
ス
を
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
メ
ス
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、

ハ
サ
ミ
や
ツ
ノ
の
形
の
特
徴
や
大
き
さ
、
ハ
サ
ミ
で

挟
ま
れ
た
時
の
強
さ
な
ど
の
違
い
を
書
き
ま
し
た
。

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
の
飼
育
の
様
子
や
３
令
幼
虫
ま

で
の
変
化
も
ス
ケ
ッ
チ
し
、
１
枚
の
ポ
ス
タ
ー
に
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
説
明

文
を
み
る
と
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
興

味
深
く
観
察
・
飼
育
し
て
い
た
様
子
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。

「
い
き
も
の
か
ん
さ
つ
」　

　

小
関
悠
生
さ
ん
は
バ
ッ
タ
と
ダ
ン
ゴ
ム
シ
を
採
集

し
飼
育
、
そ
の
生
態
を
観
察
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
収
穫
に
つ
い
て
の
記
録
と
と
も
に
絵
日
記
に
し

ま
し
た
。
バ
ッ
タ
は
霧
吹
き
で
水
を
与
え
て
い
る
と

き
、
壁
に
つ
か
ま
っ
て
口
を
開
け
て
水
を
飲
み
、
草

を
食
べ
る
と
き
は
足
で
草
を
掴
ん
で
食
べ
て
い
た
こ

と
。
土
の
中
に
卵
を
産
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
観
察
で

き
ま
し
た
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
枯
れ
葉
を
筋
の
部
分
を
残
し
て
食
べ
る

こ
と
も
新
た
な
気
づ
き
で
し
た
。

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

　

斉
藤
蓮
さ
ん
は
卵
か
ら
飼
育
し
始
め
た
エ
ゾ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
共
食
い
を
し
た
こ
と
か
ら
、
共
食
い

を
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
成
長
の
違
い

を
観
察
し
ま
し
た
。
卵
が
孵
化
し
た
と
き
す
で
に
共

食
い
す
る
個
体
は
頭
が
大
き
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

共
食
い
す
る
も
の
と
共
食
い
し
な
い
も
の
を
分
け
て

飼
育
観
察
し
た
結
果
、
共
食
い
す
る
個
体
は
口
も
大

き
く
、
か
ら
だ
も
早
く
大
き
く
育
ち
変
態
、
成
体
と

な
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
残
酷
だ
と
思
っ
た
共

食
い
も
生
き
る
た
め
の
仕
組
み
と
分
か
り
ま
し
た
。

「
昆
虫
の
羽
」

　

坂
本
颯
人
さ
ん
は
昆
虫
の
羽
が
種
類
に
よ
っ

て
、
形
や
働
き
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
違
い
が
あ
る
か
、

チ
ョ
ウ
・
ト
ン
ボ
・
セ
ミ
な
ど
6
種
に
つ
い
て
図
鑑

で
調
べ
た
ほ
か
、
観
察
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
、

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
ま
し
た
。
行
動
の
能
力
や
飛
び

方
、
餌
の
取
り
方
と
羽
の
形
や
大
き
さ
も
関
係
し
て

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
観
察
の
中
か
ら
新
た

に
知
り
た
い
疑
問
も
生
ま
れ
て
き
た
と
の
こ
と
。
今

後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
キ
ア
ゲ
ハ
の
観
察
記
録
」

　

上
村
和
啓
さ
ん
は
キ
ア
ゲ
ハ
が
幼
虫
・
成
虫
に
な

る
ま
で
を
観
察
し
ま
し
た
。
大
き
な
ケ
ー
ス
内
に
セ

リ
の
葉
を
入
れ
て
２
齢
・
３
齢
幼
虫
の
成
長
や
変
態

を
観
察
。
そ
の
様
子
を
詳
し
く
記
録
し
ま
し
た
。
幼

虫
が
フ
ン
を
す
る
と
き
の
様
子
や
、
キ
ア
ゲ
ハ
の
成

虫
が
卵
を
産
む
と
き
に
羽
を
震
わ
せ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
観
察
で
き
ま
し
た
。
夏
型
の
キ
ア
ゲ
ハ
が
産
ん

だ
卵
か
ら
で
き
た
蛹
（
さ
な
ぎ
）
は
越
冬
し
て
翌
春

に
羽
化
す
る
こ
と
も
見
届
け
、
確
か
め
て
い
ま
す
。

公益財団法人北海道新聞野生生物基金からのお知らせ

【銀賞】
吉田美里 （網走市立網走小学校 4 年）

 「シラカバについて調べよう」　
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ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
」、「
チ
ビ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
（
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ト

ガ
リ
ネ
ズ
ミ
）」、「
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
」
が
生
息
し
て
い
ま

す
。（
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
は
も
と
も
と
北
海
道
に
生
息
し
て
お
ら

ず
、
国
内
外
来
種
と
し
て
移
入
し
て
き
た
種
で
す
）
こ
の
う
ち
、

円
山
動
物
園
周
辺
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
「
オ

オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
」
で
す
。
円
山
動
物
園
で
は
、
ニ

ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
を
除
い
た
４
種
類
（
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
亜
科
と

呼
び
ま
す
）
を
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

　

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
亜
科
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
北
米
大

陸
の
比
較
的
寒
い
環
境
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
で

最
も
広
く
分
布
し
て
い
る
の
は
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

で
、
体
の
大
き
さ
は
、
体
重
約
10
～
15
ｇ
、
全
長
約
10
㎝

で
す
。
最
も
小
さ
い
の
は
チ
ビ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
で
体
重
約

2
ｇ
、
全
長
約
7
㎝
と
世
界
最
小
の
哺
乳
類
の
一
種
で
す
。

食
性
は
昆
虫
類
が
中
心
で
、
自
分
の
体
よ
り
大
き
な
昆
虫

を
仕
留
め
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
の
ス
タ
イ

ル
も
種
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ

ミ
は
大
き
な
前
足
で
地
中
を
掘
り
進
み
、
土
の
中
の
虫
を

捕
ま
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
バ
イ
カ
ル
ト
ガ
リ
ネ

ズ
ミ
と
ヒ
メ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
地
上
を
中
心
に
生
活
し
て

お
り
、
最
も
小
さ
な
チ
ビ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
地
上
だ
け
で

な
く
、
軽
い
体
重
を
生
か
し
て
地
面
に
生
え
て
い
る
草
本

類
の
上
を
簡
単
に
登
っ
て
い
き
ま
す
。

手
探
り
状
態
で
始
め
た
飼
育

世
界
で
初
め
て
ヒ
メ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
出
産
に
成
功

　

現
在
、
円
山
動
物
園
で
は
北
海
道
に
生
息
し
て
い
る
ト

ガ
リ
ネ
ズ
ミ
亜
科
の
う
ち
、
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
を
除
い
た

4
種
類
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
生
き
た
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
を

野
生
で
観
察
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
分
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
飼
育
を
始
め
た
当
初
は
飼
育
方
法

も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
最
初
は
手

探
り
状
態
で
し
た
が
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
現
在

は
安
定
し
て
長
い
期
間
飼
育
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
繁
殖
に
つ
い
て
は
未
知
の
部
分
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。
２
０
２
１
年
に
は
野
生
か
ら
捕
獲
し
た
ヒ
メ
ト

ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
出
産
が
世
界
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
無
事

成
育
し
ま
し
た
。
22
年
に
は
、
同
じ
く
飼
育
下
の
ヒ
メ

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
で
初
め
て
交
尾
が
確
認
さ
れ
、
妊
娠
、
出

産
ま
で
至
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
成
育
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
も
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

研
究
機
関
と
協
力
し
て
新
た
な
知
見
を
得
て
い
ま
す
。

　

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
は
、
北
海
道
に
住
む
私
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
身
近
な
動
物
で
す
が
、
そ
の
体
の
小
さ
さ

ゆ
え
に
注
目
が
集
ま
り
に
く
い
動
物
で
も
あ
り
ま
す
。
開

発
な
ど
で
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
が
生
息
で
き
る
環
境
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
う
ち
に
そ

の
生
息
数
が
減
少
し
、
絶
滅
の
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
物
を
動
物
園
で
飼
育
・

展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
知
見
を
集
め
る
と
と
も

に
多
く
の
方
に
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
と
生
物
多
様
性
の
保

全
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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【札幌市円山動物園】

根室調査捕獲後のチビトガリネズミ捕獲されたオオアシトガリネズミ

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

ネ
ズ
ミ
で
は
な
く
モ
グ
ラ
の
仲
間

　

み
な
さ
ん
は
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
と
い
う
動
物
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。「
ネ
ズ
ミ
」
は
よ
く
耳
に
す
る
動
物
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
」
と
い
う
名
前
の
動
物
を

知
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に

見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
尚
の
こ
と
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
は
、
北
海
道
に
は
5
種
類
の
ト
ガ
リ
ネ

ズ
ミ
が
生
息
し
て
お
り
、
札
幌
市
内
に
も
生
息
し
て
お
り

ま
す
。
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
身
近
な
動
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、

体
が
小
さ
く
見
つ
け
る
の
が
非
常
に
難
し
く
、
行
動
、
生

態
及
び
繁
殖
等
、
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
動
物
で
す
。

そ
こ
で
、
円
山
動
物
園
で
は
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
研
究
や
保
全
を
進
め
る
目
的
で
飼
育
及

び
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
、
名
前
に
「
ネ
ズ
ミ
」
と
つ
い
て
い

ま
す
が
、
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
（
げ
っ
歯
目
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
人
間
と
同
じ
哺
乳
類
で
、
真
無
盲
腸
目
ト
ガ
リ
ネ

ズ
ミ
科
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
真
無
盲
腸
目
と
い
う
の
は
あ

ま
り
耳
に
し
な
い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
は
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
や

モ
グ
ラ
が
属
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
つ
ま
り
、
ト
ガ

リ
ネ
ズ
ミ
は
ネ
ズ
ミ
よ
り
も
モ
グ
ラ
に
近
い
仲
間
と
い
え

ま
す
。
北
海
道
に
は
「
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
」、「
バ

イ
カ
ル
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
（
エ
ゾ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
）」、「
ヒ
メ
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か
つ
て
は
都
市
部
に
も
多
く
生
息
し
て
い
た

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
や
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
。

北
海
道
に
古
く
か
ら
住
み
続
け
る
小
さ
な
生
き
も
の
た
ち
が
、

忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
、

札
幌
市
円
山
動
物
園
の
保
護
活
動
。

【トガリネズミ】
文・写真◎飯島なつみ

（札幌市円山動物園飼育展示・診療担当課　動物専門員）
いいじま・なつみ　東京農業大学農学部バイオセラピ
ー学科卒業。卒業後は（公財）横浜市緑の協会にて嘱託
職員としてよこはま動物園ズーラシアに勤務し、現在
に至る。エゾユキウサギ・モルモット・トガリネズミ担
当。31歳。神奈川県出身。

【ニホンザリガニ】
文・写真◎片岡雅人

（札幌市円山動物園飼育展示・診療担当課　動物専門員）
かたおか・まさと　北海道エコ・コミュニケーション専
門学校卒業。卒業後は一般企業、円山動物園の嘱託職員
を経て現在に至る。ニホンザリガニ、爬虫類・両生類担
当。32歳。北海道出身。

札幌市円山動物園
〒064-0959 札幌市中央区宮ケ丘3番地1
https://www.city.sapporo.jp/zoo/index.html

円山動物園で飼育のヒメトガリネズミ
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ガ
ニ
が
感
染
す

る
と
死
に
至
っ

て
し
ま
う
「
ザ

リ
ガ
ニ
ペ
ス
ト
」

と
呼
ば
れ
る
水

カ
ビ
菌
を
保
有

し
て
い
る
た
め
、

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ
に
と
っ
て
大

き
な
脅
威
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
特
定
外
来
生
物
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
札
幌
市
内
を
流
れ
る
豊
平
川
な
ど

で
も
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ニ

ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

円
山
動
物
園
で
立
ち
上
げ
た

保
全
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

札
幌
市
内
で
は
現
在
で
も
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
で
生
息
が
確
認
で
き

な
く
な
っ
た
場
所
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
実
際
に
円
山
動

物
園
で
も
、
敷
地
内
を
流
れ
て
い
る
沢
で
過
去
に
は
ニ
ホ

ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら

か
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
事
態
を
受
け
、
円
山
動
物
園
で
は
２
０
０
９
年
に
札
幌

市
内
、
特
に
円
山
地
域
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
保
全
（
補

強
・
再
導
入
）
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
非
公
開
型
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ
の
飼
育
施
設
を
建
設
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
飼
育
・

研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
施
設
に
は
き
れ
い
で
冷
た
い
水

で
し
か
生
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
彼
ら
の
た
め
、
水
を
き

れ
い
に
す
る
ろ
過
装
置
や
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
の
ク
ー

ラ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
動
か
ら
13
年
経
っ

た
現
在
は
、
約
50
頭
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
飼
育
を
し
て

お
り
、
日
々
繁
殖
技
術
の
確
立
、
生
態
解
明
に
向
け
て
研

究
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
動
物
園
内
の
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
札
幌
市
内
の
公
園
や
沢
で
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生

息
状
況
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ

ガ
ニ
を
再
導
入
・
補
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
に
遺
伝
的

な
攪
乱
が
起
き
な
い
よ
う
、
調
査
の
際
に
捕
獲
さ
れ
た
ニ

ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
か
ら
D
N
A
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、
研

究
機
関
に
解
析
し
て
も
ら
う
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
23
年
秋
か
ら
は
「
動
物
園
の
森
」
に
お
い
て
、
飼
育

下
繁
殖
個
体
の
試
験
放
流
を
行
う
た
め
の
小
川
の
整
備
を

開
始
し
ま
し
た
。
試
験
放
流
し
た
個
体
が
小
川
で
定
着
し

た
際
に
は
、
来
園
者
、
市
民
の
方
を
招
き
自
然
に
近
い
環

境
で
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
を
観
察
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ガ

イ
ド
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ニ
ホ
ン
ザ
リ

ガ
ニ
で
す
が
、
私
た
ち
の
行
動
次
第
で
は
昔
の
よ
う
に
市

内
の
身
近
な
川
で
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息
で
き
る
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ニ
ホ
ン

ザ
リ
ガ
ニ
や
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い

く
た
め
に
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【札幌市円山動物園】

幼体の飼育 ニホンザリガニの飼育設備

フィールド調査の際の発見個体の体側
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ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ

日
本
に
い
る
3
種
の
ザ
リ
ガ
ニ
の
う
ち

唯
一
の
在
来
種
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ

　

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
北
海
道
全
域
に
生
息
す
る
日
本
の

固
有
種
で
す
。
し
か
し
近
年
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ

ニ
が
希
少
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平
成
以
降

に
生
ま
れ
た
人
の
中
に
は
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
を
知
ら
な
い

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
日
本
に
は
３
種
類
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
唯
一
の
在
来
種
で
あ
る
の
が
ニ
ホ
ン
ザ
リ

ガ
ニ
で
す
。
全
長
は
４
～
８
㎝
と
ザ
リ
ガ
ニ
の
中
で
は
小

さ
く
、
個
体
差
は
あ
り
ま
す
が
落
ち
葉
の
よ
う
な
茶
褐
色

の
体
色
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
落
ち
葉
を
食
べ
て
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
雑
食
性
の
た
め
水
面
に
落
ち
て
き
た
虫
な

ど
も
食
べ
ま
す
。
き
れ
い
で
、
夏
場
で
も
20
℃
以
上
に
な

ら
な
い
冷
た
い
水
で
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
た
め
、
山
の

中
の
湧
水
が
染
み
出
て
い
る
よ
う
な
沢
や
湖
な
ど
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
ま
た
夜
行
性
で
動
き
も
遅
い
た
め
、
生
き

て
い
く
た
め
に
は
身
を
隠
す
こ
と
の
で
き
る
石
や
流
木
な

ど
が
豊
富
に
あ
る
環
境
が
必
要
で
す
。
ま
た
餌
と
な
る
落

ち
葉
を
作
り
出
す
落
葉
広
葉
樹
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
も
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
息
分
布
は
北
海
道
全
域

と
東
北
三
県
（
青
森
、
秋
田
、
岩
手
）
の
一
部
の
地
域
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

外
来
種
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ

　

近
年
は
住
宅
地
開
発
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
三
面
護

岸
な
ど
の
治
水
工
事
に
よ
る
生
息
地
の
破
壊
、
さ
ら
に
地

球
温
暖
化
に
よ
る
水
温
上
昇
、
乱
獲
、
外
来
生
物
の
影
響

を
受
け
生
息
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
外
来
生
物
の
中
で

も
特
に
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ

で
す
。

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
１
９
２
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
食
用
と
し
て
道
東
の
摩
周
湖
へ
導
入
さ
れ
、
そ
れ
以

降
、
人
の
手
に
よ
っ
て
全
道
各
地
に
持
ち
運
ば
れ
ま
し
た
。

元
々
北
西
ア
メ
リ
カ
の
冷
涼
な
地
域
で
生
息
し
て
い
た
彼

ら
に
と
っ
て
、
北
海
道
は
生
息
・
繁
殖
す
る
た
め
に
は
最

適
な
環
境
だ
っ
た
た
め
、
瞬
く
間
に
増
殖
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
全
長
15
㎝
と
日
本
に
生
息
す

る
ザ
リ
ガ
ニ
の
中
で
は
最
大
と
な
り
ま
す
。
食
欲
も
旺
盛

で
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ

ガ
ニ
や
北
海
道
に

生
息
す
る
そ
の
他

の
希
少
な
昆
虫
や

水
草
な
ど
の
在
来

種
を
捕
食
し
て
し

ま
う
た
め
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ニ
ホ
ン
ザ
リ

ニホンザリガニ

ウチダザリガニ

池・小川の整備風景
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域
外
保
全
」
の
2
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
動
物
園
な

ど
飼
育
施
設
で
は
主
に
後
者
に
つ
い
て
、
飼
育
下
繁
殖
や

飼
育
下
個
体
群
の
維
持
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
一
般
に
動
物
園
や
水
族
館
に
は
「
希
少
な
野
生
動
物
の

保
護
と
繁
殖
」、「
動
物
の
生
態
、
繁
殖
等
に
関
す
る
調
査

研
究
」、「
動
物
や
自
然
環
境
に
関
す
る
社
会
教
育
」
そ
し

て
「
余
暇
を
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
と
い
う

4
つ
の
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
さ
れ
、
国
内
の
各
園
館
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
実
情
に
合
わ
せ
て
様
々
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

釧
路
市
動
物
園
は
北
海
道
東
部
の
釧
路
市
に
あ
り
、

１
９
７
５
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
今
ま
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
や

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク
マ
タ
カ
な
ど
、
北
海
道
を
代
表
す
る

種
の
飼
育
や
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
現
在
哺
乳

類
と
鳥
類
合
わ
せ
て
約
３
０
０
点
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
釧
路
市
で
行
わ
れ
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保

護
増
殖
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

冬
季
の
給
餌
事
業

　

絶
滅
寸
前
だ
っ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
再
発
見
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
様
々
な
活
動
、
当
初
は
エ
サ
と
な
る
作
物
の
栽
培
や
、

魚
の
養
殖
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

１
９
５
０
年
の
冬
、阿
寒
町
で
地
元
農
家
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
へ
の
給
餌
が
偶
発
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
給
餌
は
、

冬
季
の
餌
を
補
う
た
め
に
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
環
境

省
の
委
託
事
業
と
し
て
、
釧
路
市
は
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン

タ
ー
の
隣
に
あ
る
阿
寒
給
餌
場
で
給
餌
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ダンス鳴き交わし

タンチョウの親子。上の写真は生後半年

【釧路市動物園】
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タ
ン
チ
ョ
ウ
は
ツ
ル
目
ツ
ル
科
に
属
す
る
大
型
の
水
鳥

で
、
体
長
約
１
４
０
～
１
５
０
㎝
、
体
重
は
約
6
～
10
㎏
、

翼
を
広
げ
る
と
２
４
０
㎝
程
度
に
な
り
ま
す
。
世
界
に
は

15
種
の
ツ
ル
類
が
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
大
型
の
種
で

す
。
主
に
湿
地
に
生
息
し
、
過
去
に
は
本
州
に
も
分
布
し

て
い
ま
し
た
が
、
狩
猟
に
よ
る
個
体
数
減
少
や
、
開
発
に

伴
う
生
息
地
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
明
治
時
代
に
一
度
絶

滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
数
十
羽
、
釧
路
湿
原
の
奥
地
で
再
発
見
さ
れ
た
の
が

１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）
で
、
今
年
２
０
２
４
年
は
そ
こ

か
ら
１
０
０
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
再
発
見

以
降
、
地
元
住
民
や
行
政
な
ど
を
含
め
て
様
々
な
保
護
活

動
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
ま
た
種
の
保
存
法
に
基
づ
く
国
内
希
少
野
生
動

植
物
種
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
も
あ
っ

て
か
、
現
在
で
は
個
体
数
が
約
１
８
０
０
～
１
９
０
０
羽

に
ま
で
回
復
し
、
北
海
道
東
部
だ
け
で
な
く
空
知
、
日
高

地
方
や
宗
谷
地
方
に
も
生
息
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
個
体
数
が
増
え
分
布
も
広
が
り
ま
し
た
が
、
同
時
に

様
々
な
課
題
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

希
少
野
生
動
植
物
の
保
護

　

野
生
動
物
の
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
大
き
く
分
け

て
、
本
来
の
生
息
地
で
の
個
体
の
増
殖
や
生
息
環
境
の
改

善
を
図
る
「
生
息
域
内
保
全
」
と
飼
育
下
繁
殖
個
体
の
増

殖
、
再
導
入
に
よ
っ
て
野
生
個
体
群
を
補
強
す
る
「
生
息

一
時
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
。

釧
路
湿
原
の
奥
地
で
再
発
見
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
、

地
元
を
は
じ
め
多
く
の
人
び
と
の
努
力
で
生
息
数
が
増
え
て
き
た
。

釧
路
市
動
物
園
の
保
護
活
動
も
、
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

よしの・ともお　酪農学園大学大学院獣医学研究科
博士課程修了。博士（獣医学）。環境省九州地方環境
事務所職員を経て現職。千葉県出身。

釧路市動物園
〒085-0204 釧路市阿寒町下仁々志別11
https://www.city.kushiro.lg.jp/zoo/index.html

文・写真◎吉野智生
　　　 （釧路市生涯学習部動物園　学芸専門員）

主に釧路市に関係するタンチョウ保護の動き
1924 大正 13 釧路湿原内で再発見
1950 昭和 25 阿寒町で人工給餌成功
1952 昭和 27 北海道の一斉調査で 33 羽が確認
1958 昭和 33 釧路市丹頂鶴自然公園開設
1965 昭和 40 阿寒町タンチョウ愛護会結成
1967 昭和 42 特別天然記念物指定（地域を定めず）
1968 昭和 43 鶴公園で人工繁殖に成功
1975 昭和 50 釧路市動物園開園
1977 昭和 52 阿寒町タンチョウ観察センター開館
1981 昭和 56 阿寒町のタンチョウ飛来地域が鳥獣保護区指定
1982 昭和 57 タンチョウ保護増殖センター開設

1993 平成 5
絶滅の恐れのある希少野生動植物の種の保存に
関する法律制定
国内希少野生動植物種指定（保護増殖事業計画の策定）

1996 平成 8 阿寒国際ツルセンター開館
2011 平成 23 ニトリ・サルルンカムイプロジェクト
2013 平成 25 環境省タンチョウ生息地分散行動計画策定
2015 平成 27 給餌場における給餌量調整開始
2023 令和 5 環境省タンチョウ生息地分散行動計画改定
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す
場
合
は
風
切
り
羽
の
一
部
を
切
る
切
羽
を
行
い
、
ケ
ー

ジ
か
ら
飛
び
出
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
過
去
に
は
羽
を

切
ら
ず
出
入
り
自
由
に
飼
育
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

事
故
の
防
止
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
止
な
ど
の
た
め
切

羽
し
て
い
ま
す
。
風
切
り
羽
は
だ
い
た
い
2
年
に
1
回
抜

け
落
ち
、
１
カ
月
半
程
度
か
け
て
新
し
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
飼
育
個
体
は
健
康
診
断
を
兼
ね
て
定
期
的
に
捕

獲
し
て
い
ま
す
。

飼
育
下
個
体
群
の
管
理

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飼
育
下
個
体
群
は
最
初
に
飼
育
し
た
5

羽
と
、
鶴
公
園
に
飛
び
込
み
そ
れ
ら
と
つ
が
い
に
な
っ
た

野
生
個
体
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
き
く
分
け
て
3
つ
の

家
系
が
あ
り
、
こ
れ
に
傷
病
保
護
さ
れ
野
生
に
戻
れ
な

か
っ
た
個
体
や
、
新
た
に
飛
び
込
ん
で
き
た
個
体
な
ど
が

加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
育
下
で
生
ま
れ
た
個

体
は
、
当
初
は
設
立
目
的
に
従
っ
て
放
鳥
が
主
で
し
た
が
、

現
在
は
個
体
群
の
世
代
交
代
や
新
た
な
血
統
を
加
え
て
い

く
た
め
、
血
統
を
確
認
し
な
が
ら
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

放
鳥
す
る
場
合
は
環
境
省
指
定
の
足
環
を
つ
け
、
残
す
個

体
は
切
羽
し
て
管
理
し
ま
す
。
ヒ
ナ
が
大
き
く
な
り
、
だ

い
た
い
2
月
ご
ろ
に
な
る
と
子
別
れ
が
始
ま
る
の
で
、
残

す
個
体
は
捕
獲
し
て
別
の
ケ
ー
ジ
に
分
け
、
放
鳥
個
体
は

そ
の
ま
ま
親
が
追
い
出
す
に
任
せ
ま
す
。
足
環
が
つ
い
て

い
る
の
で
、
目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
行
っ
た
か
、
何

年
生
き
た
か
、
繁
殖
し
た
か
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

１
９
９
９
年
以
降
で
33
羽
を
放
鳥
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
約
4
割
が
つ
が
い
を
形
成
し
、
こ
の
う
ち
ヒ
ナ
を
育

て
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
は
8
つ
が
い
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
飼
育
下
か
ら
の
放
鳥
も
野
生
個
体
群
の
維
持

に
一
部
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
縄
張
り
を
強
く
意
識
す
る
習
性

が
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
広
い
飼
育
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、

つ
が
い
ま
た
は
単
独
で
し
か
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
他
園
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
現
在
は
釧
路
市
動
物
園
だ
け

で
な
く
、
旭
山
動
物
園
、
円
山
動
物
園
、
そ
し
て
岡
山
後

楽
園
に
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ン
（
繁
殖
貸
与
）
と
い
う
形

で
北
海
道
産
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た

２
０
１
１
年
に
、
釧
路
市
動
物
園
と
台
北
市
立
動
物
園
と

の
間
で
学
術
交
流
の
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、
ま
た
株
式
会
社

ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
釧
路
市
、
北
海
道
の
連
携

協
定
に
よ
る「
ニ
ト
リ
・
サ
ル
ル
ン
カ
ム
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
２
０
１
５
年
ま
で
）。
そ
の
一
環
と
し
て 切羽前

タンチョウの巣　

タンチョウの卵 卵に光を当てる

切羽後

【釧路市動物園】
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繁
殖
期
が
終
わ
り
冬
が
近
づ
く
と
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
縄

張
り
を
離
れ
て
移
動
を
始
め
、
群
れ
を
作
り
、
給
餌
場
を

含
む
越
冬
地
に
移
動
し
ま
す
。
こ
れ
は
普
段
使
っ
て
い
た

水
辺
な
ど
が
凍
っ
た
り
、
雪
に
覆
わ
れ
た
り
し
て
使
え
な

く
な
る
た
め
、
凍
ら
な
い
水
辺
な
ど
餌
が
取
れ
る
安
全
な

場
所
に
集
ま
っ
て
く
る
た
め
で
す
。
給
餌
は
お
お
む
ね
11

月
下
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
、
魚
を
与
え
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
を

給
餌
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
期
は
1
日
に
２
０
０
羽
以
上
が
給
餌
場
を
利
用
し

て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
阿
寒
給
餌
場
を
利
用

し
て
い
る
の
は
約
１
５
０
羽
と
み
ら
れ
、
阿
寒
川
流
域

一
帯
で
は
お
よ
そ
２
５
０
羽
が
越
冬
し
ま
す
。
給
餌
場

で
は
安
全
に
餌
が
取
れ
る
た
め
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
集
ま
り
ま

す
。
一
方
で
個
体
数
が
増
え
て
密
度
が
高
ま
る
と
別
な
問

題
、
例
え
ば
近
年
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
に
、
感
染
症
に
よ
る
大
量
死
の
リ
ス
ク
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
た
め
過
度
の
集
中
を
防
ぐ
目
的
で
、
２
０
１
５
年
度

か
ら
段
階
を
追
っ
て
年
間
の
給
餌
総
量
を
緩
や
か
に
減
ら

し
、
飛
来
羽
数
に
合
わ
せ
た
給
餌
量
に
す
る
給
餌
量
調
整

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
２
０
２
２
年
以
降
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
事
例
が
複
数
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
集
団
で
発
生
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

同
じ
ツ
ル
の
仲
間
の
ナ
ベ
ヅ
ル
や
ク
ロ
ヅ
ル
で
は
国
内

や
海
外
の
越
冬
地
で
集
団
死
が
発
生
し
て
い
る
た
め
警
戒

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
２
０
２
３
年
度
に
は

環
境
省
と
地
元
関
係
者
の
間
で
、
給
餌
場
で
の
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
対
応
に
つ
い
て
方
針
を
協
議

し
ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
ね
ぐ
ら
の
状

況
調
査
や
、
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
て

冬
の
間
も
凍
ら
な
い
水
辺
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
自
然
採

食
で
き
る
場
所
を
作
る
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
給

餌
に
集
ま
る
様
子
だ
け
で
な
く
、
自
然
に
近
い
環
境
下
で

餌
を
採
る
様
子
を
近
く
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
越
冬
に
つ
い
て
深
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飼
育
の
歴
史

　

さ
て
、
次
に
飼
育
下
の
話
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
釧
路

市
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飼
育
は
、
実
は
動
物
園
よ
り

も
古
く
、
１
９
５
８
年
に
開
設
さ
れ
た
釧
路
市
丹
頂
鶴
自

然
公
園
（
鶴
公
園
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
鶴
公
園
は
人
の

関
与
の
下
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
自
然
繁
殖
し
、
育
っ
た
個
体

を
野
外
に
放
鳥
す
る
こ
と
、

お
よ
び
飼
育
繁
殖
に
関
す

る
知
見
を
集
め
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
公
園
で
の
飼
育
は
、
野

生
か
ら
捕
獲
さ
れ
た
5
羽

の
タ
ン
チ
ョ
ウ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
飼
育
は
手
探

り
で
行
わ
れ
、
や
が
て
野

生
か
ら
飛
来
し
た
個
体
と

ペ
ア
が
成
立
し
、
繁
殖
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
６
４
年

に
は
初
め
て
人
工
育
雛
に
成
功
し
、
ま
た
１
９
６
８
年
に

初
め
て
人
工
繁
殖
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
育
て
た

ヒ
ナ
の
多
く
は
野
外
に
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
７
５
年

に
は
釧
路
市
動
物
園
が
開
園
、
そ
の
後
１
９
８
２
年
に
動

物
園
内
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飼
育
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
１
９
９
６
年
に
設
立
さ
れ
た
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
も
含
め

た
3
施
設
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飼
育
下
繁
殖

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
だ
い
た
い
3
月
下
旬
か
ら
産
卵
を
始
め
、

早
け
れ
ば
4
月
末
に
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
ま
す
。
卵
は
雌
雄
交

代
で
抱
く
の
で
、
つ
が
い
で
行
動
し
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ

が
片
方
ず
つ
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
産
卵
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
産
卵
が
判
明
し
た
ら
、
数
日
し
て
か

ら
卵
を
一
度
回
収
し
て
ふ
卵
器
に
入
れ
、
巣
に
は
擬
卵
を

入
れ
て
お
き
ま
す
。
回
収
し
た
卵
は
大
き
さ
を
測
っ
た
り
、

暗
い
と
こ
ろ
で
光
を
当
て
て
有
精
卵
か
ど
う
か
を
調
べ
た

り
し
ま
す
。
有
精
卵
は
お
よ
そ
32
日
で
ふ
化
す
る
の
で
、

ふ
化
予
定
日
の
数
日
前
に
は
親
元
に
戻
し
ま
す
。
過
去
に

は
そ
の
ま
ま
ふ
卵
器
で
温
め
、
人
工
飼
育
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
基
本
的
に
親
に
育
て
て
も
ら

う
自
然
育
雛
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ナ
は
生
ま
れ
て
３
カ
月
程
度
で
羽
が
生
え
そ
ろ
っ
て

く
る
の
で
、
だ
い
た
い
そ
の
あ
た
り
で
一
度
捕
獲
し
、
計

測
や
採
血
、
性
別
判
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
飼
育
下
に
残

釧路市丹頂鶴自然公園
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皆
さ
ん
は
、
30 

by 

30
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
？　

S
D
G
s
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
、
中
身
は
と
も
か
く
多
く
の
人
が
見
聞

き
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
現
在
進
行
形
で
急
速
に

進
行
す
る
温
暖
化
や
気
候
変
動
を
食
い
止
め
な
い
と
持
続
可
能
な
未
来
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
ん
な
危
機
感
か
ら
、
S
D
G
s
に
は
地
球
環
境
に
関
す
る
分
野
で
達
成
す

べ
き
目
標
に
向
け
て
包
括
的
な
対
策
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
50
年
に

は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
達
成
！　

と
国
も
市
町
村
な
ど
も
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
ね
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
現
実
は
ま
だ
よ
い
方
向
に
向
か
う
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
は
な
く
て
、
危
機
感
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
、
こ
れ
ま
で
と
は
別
に
立
て
ら
れ
た
目
標
が
30 

by 

30
（
サ
ー
テ
ィ
・
バ
イ
・
サ
ー
テ
ィ
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
な
と
考
え
ま
す
。
環
境
省

の
Ｈ
Ｐ
で
30 

by 

30
と
は
、
21
年
G
7
サ
ミ
ッ
ト
で
約
束
し
た
目
標
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
、

生
物
多
様
性
の
損
失
を
食
い
止
め
、回
復
さ
せ
る〈
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
〉と
い
う
ゴ
ー

ル
に
向
け
、
30
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健
全
な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全

し
よ
う
と
す
る
目
標
で
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 ばんどう　げん

1986年酪農学園大学酪農学部獣医学修士課程卒。同年
５月旭川市旭山動物園就職。95年飼育展示係長、2004年
副園長、09年園長、24年統括園長。97年の「こども牧場」
から「ぺんぎん館」「あざらし館」「ちんぱんじー館」「レッ
サーパンダ舎」「エゾシカの森」「きりん舎かば館」などの
施設のデザインを担当、数々のアイデアを出し具体化し
てきた。また手書きの情報発信やもぐもぐタイムなどの
ソフト面でも係の中心となり具体化、システム化を図っ
てきた。ボルネオでの活動も本格化しており、マレーシア
国サバ州での野生生物レスキューセンターの建設に着手
し第一期工事を終える。
著書／『動物と向きあって生きる』（角川学芸出版）、『旭山動
物園へようこそ』（二見書房）、『夢の動物園』（角川学芸出版）、『
ヒトと生き物　ひとつながりの命』（道友社）

旭川市旭山動物園統括園長 坂東 元

生物多様性の新たな目標「30by30」や
「ネイチャーポジティブ」などに向けて、
道内８カ所の動物園と水族館が協力して取り組む

「北海道産いきもの保全プロジェクト」。
8 つの園館の連携を活かし、
希少ないきものの保護や自然環境の保全を目指す。

動物園・水族館の連携で動き出した

北海道産いきもの保全プロジェクト
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台
北
市
立
動
物
園
に
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
１
つ
が
い
が
貸
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
２
０
２
２
年
に
は
待
望
の
ヒ
ナ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
他
園
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
飼
育
下
繁
殖
や
学
術
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
か
ら
の
保
護

　

現
在
釧
路
市
で
飼
育
し
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
飼
育

下
で
生
ま
れ
た
も
の
、
野
生
か
ら
の
飛
び
込
み
個
体
、
そ

し
て
保
護
収
容
さ
れ
た
の
ち
自
然
に
戻
せ
ず
飼
育
下
に

編
入
し
た
個
体
を
含
み
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
収

容
は
１
９
６
９
年
か
ら
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
当
初
は
鶴

公
園
で
、
動
物
園
が
開
園
し
て
か
ら
は
動
物
園
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
約

１
０
５
０
個
体
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
保
護
ま
た
は
死
体
で
収

容
さ
れ
、
こ
の
う
ち
生
き
て
収
容
さ
れ
た
の
は
約
4
割
、

一
定
期
間
生
存
し
た
も
の
は
2
割
弱
、
放
鳥
（
飛
去
含
む
）

し
た
も
の
は
1
割
以
下
で
す
。
軽
傷
の
も
の
や
治
療
に
よ

り
回
復
し
た
も
の
は
放
鳥
し
、
放
鳥
で
き
な
か
っ
た
も
の

は
飼
育
下
繁
殖
を
試
み
た
り
、
展
示
や
教
育
に
利
用
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
収
容
さ
れ
た
死
体
や
、
収
容
後
死
亡
し

た
個
体
は
全
て
解
剖
し
、
死
因
の
解
明
や
各
種
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
解
剖
後
の
死
体
や
内
臓
は
基
本
的

に
冷
凍
保
管
し
、
大
学
等
の
研
究
機
関
と
協
力
し
て
病
原

体
、
寄
生
虫
、
重
金
属
や
環
境
汚
染
物
質
な
ど
の
調
査
研

究
や
、
剥
製
、
骨
格
標
本
の
作
製
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
、
各
所
で
の
展
示
や
学
校
向

け
出
前
講
座
、
来
園
者
へ
の
ガ
イ
ド
な
ど
を
実
施
し
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
現
状
を
伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
の
共
生
に
向
け
て

　

動
物
園
を
含
む
様
々
な
活
動
の
結
果
、
一
度
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
、
生
息
数
を
回
復
し
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
生
息
地
は
釧
路
地
域
を
含
む
道
東
に
集
中

し
て
お
り
、
例
え
ば
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
を
含
む
開
発
に

よ
る
生
息
地
の
減
少
や
、
農
地
を
含
む
人
の
生
活
圏
へ
の

接
近
に
よ
る
農
業
被
害
の
発
生
、
電
線
や
車
、
列
車
な
ど

へ
の
衝
突
事
故
の
増
加
な
ど
、
ま
だ
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
道
北
や
道
央
に
も
分
布
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
現
状
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
全
の
た
め
に
は
今
ま
で
行
っ
て
き
た
保

護
活
動
も
含
め
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
の
よ
り
よ
い
関
係

に
つ
い
て
、
現
状
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道路を横断するタンチョウ

牛舎近くのタンチョウ

牛舎内に侵入

上；胃内容物
下：骨格標本



な
協
力
、
協
働
を
し
て
き
ま
し
た
。
議
論
を
重
ね
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
館
で
行
っ
て

い
る
地
元
の
生
き
物
の
調
査
研
究
や
飼
育
展
示
で
も
協
力
を
し
て
取
り
組
み
、
来
園
者
へ

の
普
及
啓
発
活
動
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
、
普
及
啓
発
す
る
に
は
自
分
た
ち
の
資
質
も
よ
り

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ど
、
具
体
的
な
協
働
の
形
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
協
働
で
活
動
を
行
う
上
で
の
活
動
費
を
ど
う
工
面
す
る
か
な
ど
課
題
は
ま
だ
ま
だ

あ
る
の
で
す
が
、
と
に
か
く
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
意
見
は
一
致
し
、

令
和
4
年
「
北
海
道
産
い
き
も
の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
活
動
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
傷
病
鳥
獣
（
保
護
動
物
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
陸
上
、
水
中
の
分
け
隔
て

な
く
S
N
S
で
の
発
信
の
試
行
（
ま
だ
非
公
開
）
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
域

内
保
全
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
な
ど
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
取
り

組
み
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
旭
山
動
物
園
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
初
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
動
物
園
か
ら
は
ヒ

グ
マ
、
水
族
館
か
ら
は
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
や
頭
骨
の
標
本
な
ど
を
実
際
に
触
っ
て

も
ら
う
ト
ラ
ン
ク
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
ガ
イ
ド
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
海
の
生
き
物
と
陸

の
生
き
物
を
同
時
に
比
較
し
な
が
ら
触
れ
て
、
話
を
聞
け
る
の
は
自
分
た
ち
に
も
と
て
も

新
鮮
で
協
働
の
成
果
の
可
能
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
５
つ
の
目
標

　

北
海
道
産
い
き
も
の
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
内
容
は
記
述
す
る
と
固
く
感
じ

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
次
の
通
り
で
す
。

１ 

北
海
道
の
野
生
生
物
の
域
内
・
域
外
保
全
に
係
る
活
動

（
1
）
傷
病
鳥
獣
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
情
報
共
有

・
長
期
的
に
繁
殖
や
継
代
を
目
指
す
種
に
つ
い
て
は
、
道
産
動
物
種
別
調
整
の
仕

組
み
を
構
築
す
る
（
希
少
種
に
限
ら
な
い
）。

・
各
園
館
で
担
当
者
を
選
出
し
、
登
録
・
調
整
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
、

個
体
移
動
な
ど
の
調
整
を
行
う
。

（
2
）
北
海
道
産
生
物
の
飼
育
下
に
お
け
る
計
画
的
な
繁
殖
へ
の
取
組
に
よ
る
、
遺
伝
的
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ヒグマのトランクキット
トランクキットを使ったイベントでのガイドの様子

各園館から持ち寄ったワークショップ開催

ゴマフアザラシのトランクキット

　

例
え
ば
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
の
た
め
に
、
陸
で
も
海
で
も
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
徹
底
的

に
利
用
し
よ
う
と
し
た
ら
、
利
益
を
上
げ
る
た
め
と
は
別
の
意
味
で
の
環
境
破
壊
に
繋
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
本
末
転
倒
で
す
。
例
え
ば
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
地
震
に
よ
る
液
状
化
な
ど
は
、

人
の
都
合
で
昔
は
川
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
埋
め
立
て
た
地
域
で
起
こ
り
や
す
か
っ
た
り
。
人
が

力
業
で
豊
か
に
快
適
に
を
求
め
続
け
て
き
た
こ
と
が
破
綻
へ
の
路
だ
っ
た
と
気
づ
き
、
猛
烈

な
反
省
を
持
っ
て
地
球
と
向
き
合
お
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
聞
こ
え
ま
す
。
本
来
そ
の
土

地
が
長
い
歴
史
の
中
で
作
り
上
げ
て
き
た
地
形
も
含
め
豊
か
な
生
態
系
を
、
言
い
換
え
れ
ば

生
物
多
様
性
を
今
一
度
回
復
さ
せ
、
今
ま
で
よ
り
も
少
し
不
便
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
一
手

間
か
か
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
が
自
然
災
害
の
緩
衝
作
用
に
つ
な
が
り
、
豊
か

で
持
続
可
能
な
未
来
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
極
端
な
言
い
方
で
す
が
、
ま
っ
す
ぐ
に

し
た
川
を
蛇
行
し
た
川
に
戻
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

30
％
と
い
え
ば
、
北
海
道
な
ら
そ
れ
く
ら
い
は
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
実
は
20
％
も
な
い
の
で
す
。
い
か
に
人
優
先
に
土
地
を
利
用
し
て
き
た
の
か
と
驚

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
国
定
公
園
や
鳥
獣
保
護
区
の
拡
大
な
ど
北
海
道
本
来
の
環
境
、
生

態
系
を
回
復
さ
せ
増
や
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
な
ど
希

少
な
生
き
物
を
象
徴
に
自
然
保
護
や
環
境
保
全
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
自
然
環
境
エ
リ
ア
の
回
復
と
そ
の
割
合
30
％
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ

り
多
く
の
人
に
絶
滅
危
惧
種
な
ど
を
支
え
る
生
態
系
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
、
今
は
当
た

り
前
に
生
き
て
い
る
身
近
な
生
き
物
た
ち
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
尊
さ

や
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

動
き
出
し
た
８
園
館
の
連
携

　

さ
て
前
段
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

動
物
園
や
水
族
館
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

数
年
前
か
ら
北
海
道
の

J
A
Z
A
（
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
）
に
加
盟
す
る
8
園
館
（
現
在
は
9
園
館
）
の
園
館
長
会

議
で
議
論
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
8
園
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
、
他
園
館
を
訪
れ
た
際
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
割
引
料
金
を
適
応
し
た
り
様
々

北海道いきもの保全プロジェクト広報 ポスター
現在、札幌市円山動物園、旭川市旭山動物園、おび
ひろ動物園、釧路市動物園、小樽水族館、サンピア
ザ水族館、登別マリンパークニクス、サケのふるさ
と千歳水族館の 8 園館が参加している

8 園館長合同プロジェクト発表（2022 年）
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[ お取り扱い書店 ] ※10月以降、順次店頭に並ぶ予定です。
■道内は札幌市内の主だった書店。函館・旭川・釧路・小樽・帯広・根室の一部書店。
■道外は東京、大阪、福岡の一部書店。

多
様
性
の
確
保
と
飼
育
繁
殖
技
術
の
確
立

２ 

北
海
道
の
野
生
生
物
の
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究

（
1
）
北
海
道
野
生
生
物
保
全
会
議
の
実
施

（
2
）
北
海
道
の
野
生
生
物
に
関
す
る
共
同
研
究
の
推
進

３ 

教
育
普
及
啓
発
（
域
内
保
全
活
動
団
体
と
の
連
携･

協
働
）

（
1
）
展
示
パ
ネ
ル
の
作
成
・
展
示
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信

（
2
）
巡
回
展
・
共
通
テ
ー
マ
に
よ
る
同
時
企
画
展
の
開
催

（
3
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
の
開
催

４ 

職
員
研
修

各
園
館
職
員
の
合
同
研
修

・
域
内
保
全
活
動
団
体
と
の
交
流

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
飼
育
技
術
研
究
会

５ 

施
設
の
相
互
利
活
用

傷
病
鳥
獣
の
受
け
入
れ
、
繁
殖
個
体
の
飼
育
場
所
確
保
に
係
る
各
園
館
施
設
の
積
極
的

な
相
互
利
活
用

　

ま
だ
ま
だ
夢
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
が
、
夢
や
目
標
を
掲
げ
な
け
れ
ば
活

動
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
希
少
種
や
保
護
対
象
動
物
種
、
有
害
動
物
な
ど
人
が
決
め
た
分
類

で
生
き
物
を
分
け
隔
て
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
の
特
性
や
習
性
を
知
る
こ

と
で
、
例
え
ば
私
た
ち
人
の
暮
ら
し
方
に
と
っ
て
は
「
有
害
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

気
づ
け
、「
有
害
」
に
し
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
も
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
30 

by 

30
、
本
来
の
自
然
環
境
を
回
復
軌
道
に
！
は
都
合
の
い
い
生
き
物
だ
け
が

増
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
野
生
動
物
が
と
も
に
暮
ら
す
未
来
は
い
い
と
こ
だ
け

の
つ
ま
み
食
い
で
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
活
動
の
ベ
ー
ス
は
北
海
道
の
い
き
も
の
た
ち
の

素
晴
ら
し
さ
逞
し
さ
、
何
よ
り
北
海
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
活
動
な
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
活
動
に
育
て
て
い
き
ま
す
！

オンライン配信で各園館の取り組みを紹介
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動物園・水族館の連携で動き出した
北海道産いきもの保全プロジェクト
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  T
EL 011-210-5773

札幌市中央区宮ケ丘３番地１
Tel : 011-621-1426 

「自然と人が共にある未来を目指して」

札幌市円山動物園は1951年に開園した北海道で最も古い動物園です。
野生動物の保全を通じた生物多様性の保全に取り組んでいます。

さっぽろ円山動物園
　　　　　　サポートクラブ

円山動物園の応援団体「さっぽろ円山動物園サポート
クラブ」は、動物園の動物たちがより幸せに暮らせるよ
う、寄附を集めています。
皆様からの寄附は、動物舎に木を植えたり、特別なエ
サを買うために使います。

札幌市動物園条例

2022年６月、札幌市は動物園のあるべき姿
を定めた国内初となる「札幌市動物園条例」
を制定しました。

動物園応援基金

札幌市は「動物園応援基金」を設置し、積み立て
られた市民の皆様の寄附金を円山動物園の獣舎
の改修等に活用していきます。

https://www.city.sapporo.jp/zoo/ 
さっぽろ円山動物園サポートクラブ事務局（札幌市円山動物園内/電話番号同じ） 




